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　令和２年に起こった出来事の中から、公民館や市民活動センター、市ホームペー
ジなどでのアンケートなどで選考し、決定しました。
　皆さんご協力いただき、ありがとうございました。

10大 ニ ュ ー ス10大 ニ ュ ー ス
令 和２年 境 港 市 の令 和 ２年 境 港 市 の

( 令和２年１１月１７日現在・順不同 )

○「白砂青松の弓ヶ浜サイクリングコース」全線開通

境夢みなとターミナル～米子市の日野川河口の約

１５．８ｋｍのコースが３月２２日、開通しました。

　砂浜や松林の中を走り、海越しに大山を眺めることがで

きる風光明媚なサイクリングコースです。

○境港市民交流センター（仮称）新築工事始まる

境港市民会館跡地に、防衛省の補助事業を活用し、４月

中旬から施設の建設が始まりました。

　施設は、市民が集い、安心できる、交流と防災の拠点と

して、令和４年春頃にオープン予定です。

○余子小学校と誠道小学校が統合（誠道小学校は閉校）

昭和５８年に余子小学校より分離新設され、地域の変遷

を見守り、地域の人々に愛されてきた誠道小学校が、３月

末をもって、その３７年間の歴史と伝統に幕を下ろしまし

た。新たな歴史と伝統が、余子小学校で築かれていきます。

○ふるさとづくり大賞（地方自治体表彰）を受賞
　水木しげるロードリニューアル事業が高評価

　約４年半かけて実施した水木しげるロードリニューアル

事業は、構想段階から官民一体となって取り組んできた点

が高く評価され、１月２４日、表彰式が行われました。

○米子空港の国際線（上海便・香港便）が運休・国内線（東京便）が減便

○環日本海定期貨客船（日韓ロ）が航路廃止　○小中学校が臨時休業・保育園も登園自粛を要請

○毎年恒例のイベントが次々中止に（まぐろ感謝祭・妖怪ジャズフェスティバル・みなと祭・水産まつり　など）

○友好都市である中国琿春市へのマスク寄贈（１月）・琿春市からのマスク受贈（６月）

○「Sea級グルメ全国大会 in 境港」が令和３年秋に延期　○水木しげる記念館など市内施設が休館

○期間限定妖怪影絵「疫病退散 ver」が登場（新型コロナウイルス感染症が収束するまでの間、投影予定）
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　全国的な新型コロナウイルス感染症の拡大により、本市の社会経済活動にも大きな影響を与えています。

　これらについては、１０大ニュースの候補から外していますが、関係する出来事が数多くありました。

○全市民を対象に備蓄のマスクを配布　○全世帯に一人１０万円の特別定額給付金を給付（全国統一制度）

○全国統一制度で対象外となった４月２８日以降に生まれた子ども一人につき１０万円を給付（市独自）

○全世帯にふるさと応援地域振興券（商品券）・子育て世帯に食事券をそれぞれ配布

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う出来事新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う出来事

○伊達憲太郎新市長が就任

　任期満了に伴う境港市長選挙が７月１２日に行われ、即

日開票の結果、元総務部長の伊達憲太郎さん（竹内町）が

当選しました。「笑顔あふれる　日本一住みたいまち　境

港」を目指し、市政運営にあたることを表明しました。

○「境夢みなとターミナル」完成

　４月１１日、竹内団地に、山陰の新たな海の玄関口が完

成しました。ＣＩＱ（税関・入国管理・検疫）機能、開

放感あふれる待合ホールや大山と美保湾が一望できる展望

コーナーを完備し、クルーズ客船寄港などに対応します。

○境で全国の観測地点1位の猛暑（３８．２度）を記録

　山陰地方が高気圧に覆われた８月２６日（水）、米子と

並び全国の最高気温を記録しました。

　感染症予防でマスクをつける事が多くなりましたが、暑

い日には、距離とり、マスクを外しての休憩も必要です。

○水木しげる記念館前に「動く妖怪影絵」が登場

　水木しげるロードで人気の妖怪影絵（夜間演出照明）に、

８月１日、新たに「動く妖怪影絵」が登場しました。毎日、

日没から午後１０時までの間、漫画「ゲゲゲの鬼太郎」の

一場面が、影絵として動き回ります。

○市内にイノシシやシカが出没

　市内で１０月、イノシシやシカの目撃情報や足跡の発見

などが相次ぎました。

　これらの動物は、夜間に向け行動が活発になりますので、

エサとなるものを外に置かないようにしてください。

○市役所などに爆破予告

　市内の学校の爆破や、市役所などへの薬品を積んだト

ラックの衝突、給食センターなどに毒物を混入する旨を内

容とする予告文が届いた事を受け、９月２４日（木）、臨

時休校や市役所の一時閉庁などの対応を行いました。

©
水
木
プ
ロ

（資料）一昨年１０月に市内で捕獲されたイノシシ（資料）一昨年１０月に市内で捕獲されたイノシシ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
身
を
守
る

コロナ禍で不安や悩みがある人へ
　コロナ禍で様々な環境変化により、不安や悩みがある人は相談しましょう。

こころの健康相談統一ダイヤル

　電話をかけた所在地の都道府県・政令指定都市が実施している

「こころの健康電話相談」等の公的な相談機関に接続します。

　　☎０５７０－０６４－５５６

　　　　※相談対応の曜日・時間は自治体によって異なります

　　　Web https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/

　　　　 hukushi_kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/kokoro_dial.html

よりそいホットライン

　どんなひとの、どんな悩みにもよりそって、一緒に解決できる方法を探します。

◇暮らしの悩みごと・悩みを聞いて欲しい人

◇DV・性暴力などの相談をしたい人

　外国語による相談をしたい人など

　　☎０１２０－２７９－３３８

　　　　※２４時間対応

　　　Web https://www.since2011.net/yorisoi/

いのちの電話（一般社団法人日本いのちの電話連盟）

　　☎０５７０－７８３－５５６

　　　　※毎日午前１０時から午後１０時まで

　　☎０１２０－７８３－５５６

　　　　※毎日午後４時から午後９時まで

　　　　　毎月１０日午前８時から翌日午前８時まで

　　　Web https://www.inochinodenwa.org/

支援情報検索サイト

　どこに相談したらいいかわからない時は支援情報検索サイトにて

地域別、方法別、悩み別に相談窓口を検索することができます。

　　　Web http://shienjoho.go.jp/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課

　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

※厚生労働省HPより抜粋
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感染予防！今一度、確認を
　新型コロナウイルスは、会食の場で広がりやすい傾向にあります。

　マスクを外す瞬間をウイルスが狙っています。会食の機会が多く、換気の悪い密閉空間になりやす

い、冬場のこの時期は、特に注意しましょう。

会食をする場合の注意点

▼感染リスクを高める要因は、大人数と長時間　…

　人数が多いと、大声になり飛沫が飛びやすくなります。

　マスクを外し、飛沫が飛びやすい状況が長時間続くことは控えましょう。

▼座る位置にも気をつけて　…　正面や隣の席は空け、

　　　　　　　　　　　　　　　斜め向かいに座ることをお勧めします。

▼箸やコップを共有しない。

▼体調の悪い時には、参加しない。

▼３密を避ける　…　できるだけ、3つの密を避けましょう。

▼こまめな換気　…　冬場でも工夫しながら、こまめに換気しましょう。

▼手洗い・消毒　…　基本的な感染予防対策を続けましょう。

納
税
相
談

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
猶
予

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
事
業
等
収
入
が
大
き
く

減
少
し
た
場
合
に
、
無
担
保
・
延
滞

金
な
し
で
、
１
年
間
、
納
税
の
猶
予

（
納
期
限
の
先
送
り
）
が
認
め
ら
れ

る
特
例
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
例
猶
予
を
受
け
る
に
は
、
納
期

限
（
２
月
１
日
）
ま
で
に
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
４
期
、
国
民
健
康
保

険
税
７
期

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
事
業
者
向
け
支
援

《
国
の
支
援
》

　

国
が
実
施
し
て
い
る
事
業
者
向
け

支
援
の
提
出
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
国
の
事
業

◇
持
続
化
給
付
金

◇
家
賃
支
援
給
付
金

▼
提
出
期
限　

１
月
15
日
（
金
）

※
た
だ
し
、
必
要
書
類
の
準
備
に
時

間
が
か
か
る
な
ど
特
段
の
事
情
が
あ

る
場
合
に
限
り
、
１
月
31
日
（
日
）

ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

《
市
の
支
援
》

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
事
業

者
を
対
象
と
し
た
、
市
独
自
の
支
援

策
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

■
経
営
持
続
化
応
援
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
国
の
持
続

化
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
市
内

中
小
企
業
等
を
対
象
に
、
市
が
独
自

に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
幅
広
い

業
種
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
市
税
に
滞
納
が
な
い
な

　

ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者　

ひ
と
月
の
売
上
が
前
年

同
月
比
15
％
以
上
50
％
未
満
減
少
し

て
い
る
事
業
者
。（
中
小
企
業
、
農

林
漁
業
者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
幅

広
く
対
象
と
な
り
ま
す
）

▼
給
付
額

◇
法
人　

20
万
円

◇
個
人　

10
万
円

※
た
だ
し
、
昨
年
１
年
間
の
売
上
か

　

ら
の
減
少
分
を
上
限
と
し
ま
す
。

■
家
賃
支
援
給
付
金
の
上
乗
せ
給
付

　

国
が
実
施
す
る
家
賃
支
援
給
付
金

の
決
定
者
を
対
象
に
、
市
は
上
乗
せ

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

中
小
企
業
、
小
規
模
事

業
者
、
個
人
事
業
者
等

▼
給
付
額
（
国
・
市
を
合
わ
せ
た
上
限
）

◇
法
人　

上
限
９
０
０
万
円

　

（
国
６
０
０
万
円
、
市
３
０
０
万
円
）

◇
個
人　

上
限
４
５
０
万
円

　

（
国
３
０
０
万
円
、
市
１
５
０
万
円
）

▼
対
象
要
件
（
国
）

①
令
和
２
年
５
月
か
ら
12
月
ま
で
の

　

間
で
売
上
高
が
１
カ
月
で
前
年
同

　

月
比
50
％
以
上
の
減
少

　

ま
た
は
連
続
す
る
３
カ
月
の
合
計

　

で
前
年
同
期
比
30
％
以
上
の
減
少

　

と
な
る
者

②
自
ら
の
事
業
の
た
め
に
占
有
す
る

　

土
地
・
建
物
の
賃
料
を
支
払
っ
て

　

い
る
こ
と

▼
対
象
要
件
（
市
）

　

①
②
に
加
え
て
、
③
④
を
満
た
し
、

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
事
務
所

等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
国
の
家
賃
支
援
給
付
金
受
給
決
定
者

④
市
税
に
滞
納
の
な
い
者

■
非
対
面
型
販
売
促
進
事
業

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
商
談
や

販
売
、
商
談
先
に
提
供
す
る
商
品
サ

ン
プ
ル
や
試
供
品
の
製
造
な
ど
、
対

面
に
よ
ら
な
い
商
談
や
販
売
促
進
を

行
う
市
内
食
品
加
工
業
者
に
対
し
、

県
と
共
に
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

県
産
農
林
水
産
物
の
食
品
加
工
業
者

▼
給
付
額
（
県
・
市
を
合
わ
せ
た
上
限
）

　

上
限
75
万
円
（
県
50
万
円
、市
25
万
円
）

▼
提
出
期
限
（
市
支
援
）

　

３
月
15
日
（
月
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

換気の悪い

密閉空間

多数集まる

密集場所
間近で会話

密接場面
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還付申告のお知らせ

□ 印章（スタンプ印は不可）

□ 申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付申告の場合）

□ マイナンバーが確認できるマイナンバーカードや通知カードなど

　申告書には、申告者本人や控除対象の配偶者・障がい者、扶養親族および

事業専従者などのマイナンバーの記載も必要となります。

□ 本人確認書類またはその写し（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）

□ 所得額がわかるもの

　①給与所得や公的年金に係る雑所得のある人　⇒　源泉徴収票

　②個人年金、生命保険の一時金や損害保険の満期返戻金などのある人

　　⇒　支払調書などの支払いの明細がわかるもの

　③総合課税の配当のある人（分離課税分は除く）

　　⇒　当該配当に関する支払通知書や特定口座年間取引報告書など

□ 控除額がわかるもの

　①生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人　⇒　支払い保険料などの証明書

　②社会保険料控除を受ける人　⇒　健康保険料などの支払い額がわかるもの

　　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付が必要です。

　③障害者控除を受ける人　⇒　障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書など

　　【障害者控除対象者認定書を利用する場合】

　　　要介護認定を受けている人のうち、令和２年１２月３１日現在６５歳以上の人で、一定の要件に該当する人は、障害

　　者手帳を持っていなくても、長寿社会課から発行される障害者控除対象者認定書で障害者控除を受けることができます。

　　詳しくは、長寿社会課（☎４７－１０３９）までお問い合わせください。

　④寄附金控除を受ける人　⇒　寄附金の内容がわかる領収書、証明書など

　　【ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人へ】

　　　ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人は、申告をしなくても寄附金税額特別控除（市・県民税）が受けられます

　　が、確定申告書を提出すると特例申請は無効となりますので、申告の際には必ず特例分を含めた全ての寄附金の証明書を

　　ご持参ください。

　⑤医療費控除を受ける人　⇒　医療費控除の明細書（様式は国税庁ホームページからダウンロードして作成）など

　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人

　　⇒　家屋・土地の登記事項証明書（登記簿謄本）、借入金の年末残高等証明書、請負（売買）契約書など家屋・土

　　　地の取得年月日・床面積・取得価格がわかる書類（印紙が貼ってあるもの）の写し、補助金等の額または住宅取

　　　得資金の贈与を受けた額がわかるものの写しなど

申 告 に 必 要 な も の

所得税の還付申告および市・県民税の申告
を２月１日（月）から受け付けます

　 ▼と　き
　　２月１日（月）～３月１５日（月）　※土・日・祝日を除く
　　◇受　　付　午前８時３０分～午後４時
　　◇申告相談　午前９時～正午、午後１時～５時
　 ▼ところ
　　保健相談センター２階　研修室
　　※受付順に申告相談を行います。混み合う際は長時間お待ちいただく
　　　場合があります。
　　※期間中、税務課の窓口では作成済の申告書の提出のみ受け付けます。
　　※確定申告が始まる２月1６日（火）以降は、大変混雑することが予
　　　想されますので、還付申告をされる人は、早めの申告をお願いします。

　 ▼問い合わせ先
　　◇市・県民税　税務課　市民税係　☎４７－１０１７
　　◇所　得　税　米子税務署　☎３２－４１２１
　　　※米子税務署での申告相談（還付申告・確定申告）は２月1６日（火）から行います。

申告会場

【お願い】
　新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点から、会場入室前
の消毒・検温・マスク着用、渡航
歴等の聴取にご協力をお願いし
ます。なお、ご協力いただけない
場合は入場をお断りする場合が
あります。
　また、３密を避けるために１日の
入場者数を制限する場合があり
ますのであらかじめご了承くださ
い。

市報さかいみなと　6



還付申告のお知らせ

65 31 1 2

98

65 31 1 1

148

フローチャートを使って、市・県民税の申告が必要か確認してみましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目安としてご利用ください）

7　令和３年１月



還付申告のお知らせ

　

令
和
３
年
度
か
ら
適
用
さ
れ

る
税
制
改
正
に
伴
い
、
個
人
住

民
税
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。

Ⅰ
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等

　

控
除
か
ら
基
礎
控
除
へ
の
振
替

　

給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控
除
額

を
引
き
下
げ
、
全
て
の
所
得
に
適
用
さ
れ

る
基
礎
控
除
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

①
給
与
所
得
控
除
額
が
10
万
円
引
き
下
げ

　

ら
れ
ま
す
。

②
給
与
所
得
控
除
額
の
上
限
が
「
給
与
収

　

入
金
額
１
０
０
０
万
円
超
の
場
合
控
除

　

額
２
２
０
万
円
」
か
ら
「
給
与
収
入

　

金
額
８
５
０
万
円
超
の
場
合
控
除
額

　

１
９
５
万
円
」
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し

①
公
的
年
金
等
控
除
額
が
10
万
円
引
き
下

　

げ
ら
れ
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
１
０
０
０

　

万
円
を
超
え
る
場
合
の
公
的
年
金
等
控

　

除
額
は
１
９
５
万
５
千
円
が
上
限
と
さ

　

れ
ま
す
。

③
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

　

得
に
係
る
合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０

　

万
円
超
２
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
場

　

合
に
は
一
律
10
万
円
を
、
２
０
０
０
万

　

円
超
の
場
合
に
は
一
律
20
万
円
を
、
そ

　

れ
ぞ
れ
①
お
よ
び
②
の
見
直
し
後
の
公

　

的
年
金
等
控
除
額
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ

　

ま
す
。

▼
基
礎
控
除
の
見
直
し

①
基
礎
控
除
額
が
10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ

　

ま
す
。

②
合
計
所
得
金
額
が
２
４
０
０
万
円
を
超

　

え
る
と
金
額
に
応
じ
て
控
除
額
が
減
少

　

し
、
２
５
０
０
万
円
を
超
え
る
と
適
用

　

さ
れ
ま
せ
ん
。

【
注
意
】

　

基
礎
控
除
の
上
限
と
同
じ
く
、
調
整
控

除
（
個
人
住
民
税
と
所
得
税
の
人
的
控
除

額
の
差
に
基
づ
く
負
担
増
の
減
額
措
置
）

も
適
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
度

　　　　　　

個
人
住
民
税（
市
民
税
・
県
民
税
）の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主
な
税
制
改
正

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

市
民
税
係

　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
７

合計所得金額
基礎控除額

改正後 改正前

２，４００万円以下 ４３万円

３３万円
２，４００万円超２，４５０万円以下 ２９万円

２，４５０万円超２，５００万円以下 １５万円

２，５００万円超 なし

市報さかいみなと　8



還付申告のお知らせ

Ⅱ
控
除
金
額
の
改
正
に
伴
う

　

見
直
し

　

Ⅰ
の
改
正
に
よ
り
、
給
与
所
得
控
除
・

公
的
年
金
等
控
除
か
ら
基
礎
控
除
へ
の
振

替
に
よ
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

▼
所
得
金
額
調
整
控
除
（
給
与
所

得
額
か
ら
の
控
除
）
の
創
設

①
給
与
所
得
と
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

　

得
の
両
方
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
合
計
額

　

が
10
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
両
方
の

　

控
除
額
の
引
き
下
げ
に
よ
り
負
担
が
増

　

え
な
い
よ
う
に
、
給
与
所
得
か
ら
10
万

　

円
を
限
度
に
控
除
さ
れ
ま
す
。

控
除
額

＝

　
　

｛
給
与
所
得
（
上
限
10
万
円
）

　
　

＋

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

　
　

（
上
限
10
万
円
）｝
ー

10
万
円

②
給
与
収
入
金
額
が
８
５
０
万
円
を
超
え

　

て
お
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

　

場
合
、
15
万
円
を
限
度
に
給
与
所
得
額

　

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

◇
本
人
が
特
別
障
害
者
に
該
当
す
る

◇
年
齢
23
歳
未
満
の
扶
養
親
族
を
有
す
る

◇
特
別
障
害
者
で
あ
る
同
一
生
計
配
偶
者

　

若
し
く
は
扶
養
親
族
を
有
す
る

控
除
額

＝

　
　

｛
給
与
収
入
額
（
上
限
１
０
０
０
万
円
）

　
　

ー

８
５
０
万
円
｝
×

10
％

▼
合
計
所
得
金
額
の
基
準
額
の
拡

大
　

同
一
生
計
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
、

配
偶
者
特
別
控
除
に
係
る
配
偶
者
、
勤
労

学
生
控
除
の
要
件
と
な
る
合
計
所
得
金
額

の
基
準
額
が
10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

▼
未
婚
の
ひ
と
り
親
（
単
身
児
童

扶
養
者
）
に
対
す
る
税
制
上
の
措

置
お
よ
び
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の

見
直
し

　

す
べ
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
に

対
し
て
公
平
な
税
制
支
援
を
行
う
観
点
か

ら
、
新
た
に
「
ひ
と
り
親
控
除
（
控
除
額

30
万
円
）」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
ひ
と
り

親
控
除
の
要
件
は
婚
姻
歴
や
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
住
民
票
の
続
柄
に

「
夫
（
未
届
）」「
妻
（
未
届
）」
の
記
載
が

あ
る
人
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◇
生
計
を
同
じ
と
す
る
子
（
総
所
得
金
額

　

等
が
48
万
円
以
下
）
を
有
す
る

◇
あ
な
た
の
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万

　

円
以
下

◇
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

　

る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
い
な
い

　

な
お
、
右
記
以
外
の
寡
婦
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
寡
婦
控
除
（
控
除
額
26
万

円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
子
以
外
の
扶

養
親
族
を
持
つ
寡
婦
に
つ
い
て
も
、
所
得

制
限
（
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以

下
）
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、「
ひ
と

り
親
控
除
」
と
「
寡
婦
控
除
」
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
非
課
税
限
度
額
の
拡
大

①
障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
に
対
す

　

る
非
課
税
措
置
の
対
象
者
が
合
計
所
得

　

金
額
１
２
５
万
円
以
下
か
ら
１
３
５
万

　

円
以
下
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

②
ひ
と
り
親
（
単
身
児
童
扶
養
者
）
に
対

　

し
て
合
計
所
得
金
額
が
１
３
５
万
円
以

　

下
で
あ
る
場
合
、
非
課
税
と
す
る
措
置

　

が
創
設
さ
れ
ま
す
。

③
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
の
合
計
所
得

　

金
額
の
要
件
が
10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ

　

ま
す
。

④
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
の
総
所
得
金

　

額
等
の
要
件
が
10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ

　

ま
す
。

区分
合計所得金額の要件

改正後 改正前

同一生計配偶者 ４８万円以下 ３８万円以下

扶養親族（配偶者を含む） ４８万円以下 ３８万円以下

配偶者特別控除
４８万円超

１３３万円以下
３８万円超

１２３万円以下

勤労学生控除 ７５万円以下 ６５万円以下
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市

政

概

要

報

告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

き
ま
し
て
は
、
先
月
に
入
り
、
全
国
の

一
日
あ
た
り
の
新
規
感
染
者
数
が
過
去

最
多
を
更
新
す
る
な
ど
、
第
３
波
の
到

来
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
内
で

も
相
次
い
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
と

定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
大
人
数
や
長

時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食
と
い
っ
た
「
感
染

リ
ス
ク
が
高
ま
る　

５
つ
の
場
面
」
へ

の
注
意
や
、
定
期
的
な
換
気
の
実
施
を

呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
正
確
な
情
報
に
基
づ
き
冷
静

な
行
動
を
取
る
こ
と
や
、
感
染
し
た
方

な
ど
へ
の
誹
謗
中
傷
を
絶
対
に
行
わ
な

い
こ
と
を
訴
え
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
、
公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
に
掲
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

地
域
経
済
や
市
民
生
活
を
下
支
え
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
支
援
策
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

全
市
民
に
配
布
し
た
商
品
券
と
子
育
て

世
帯
に
配
布
し
た
食
事
券
に
つ
い
て
は
、

10
月
末
現
在
で
約
80
％
、
１
億
５
千
万

円
余
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
皆

様
・
事
業
者
の
方
々
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き

な
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
者
等
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
制
度

融
資
は
、
10
月
末
現
在
で
４
１
７
件
、

98
億
円
余
が
実
行
さ
れ
た
ほ
か
、
国
の

家
賃
支
援
給
付
金
へ
の
上
乗
せ
助
成
や

本
市
独
自
の
経
営
持
続
化
応
援
給
付
金

に
つ
い
て
も
支
給
を
進
め
て
お
り
、
引

き
続
き
、
制
度
の
周
知
や
申
請
手
続
の

支
援
に
努
め
、
事
業
経
営
を
支
え
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
以
降
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
制
限
が
段
階
的
に
緩
和
さ

れ
、
各
地
で
感
染
防
止
策
を
講
じ
た
上

で
、
徐
々
に
開
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
も
、
市
内
の
飲
食
店

10
店
舗
が
開
発
し
た
境
港
産
の
水
産
物

を
使
っ
た
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
を
、
市
民

や
観
光
客
の
方
々
に
食
べ
歩
い
て
い
た

だ
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
10
月
16
日
か
ら

１
カ
月
に
わ
た
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

早
期
に
完
売
と
な
る
飲
食
店
が
出
る
な

ど
、
好
評
を
博
し
、
久
々
の
賑
わ
い
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
間
団
体
が
主
催
し
、
白
砂

青
松
の
弓
ヶ
浜
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

に
お
い
て
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

が
９
月
と
先
月
に
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、

夢
み
な
と
緑
地
に
お
い
て
、
音
楽
を
通

じ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
が
先
月
開

催
さ
れ
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
財
政
見
通
し
と

令
和
３
年
度
予
算
編
成
方
針

　

本
年
度
の
財
政
見
通
し
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
経
済
活
動
の
停
滞
に
よ

り
、
市
税
に
お
い
て
、
徴
収
猶
予
が
10

月
末
現
在
で
延
べ
１
１
５
件
、
３
９
０

０
万
円
余
に
の
ぼ
る
な
ど
、
減
収
が
見

込
ま
れ
る
ほ
か
、
観
光
客
の
激
減
に
よ

り
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
の
入
館
料
も

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り

と
進
め
て
お
り
、
そ
の
他
の
事
業
に
つ

い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
、
こ
れ
ま
で

の
行
財
政
改
革
で
積
み
増
し
た
基
金
も

活
用
し
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

の
長
期
化
に
伴
う
、
企
業
収
益
の
悪
化

や
個
人
所
得
の
減
少
に
よ
り
、
国
税
・

地
方
税
の
一
層
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
、
先
行
き
は
不
透
明

な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
仮
称
・
境
港
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
が
最
終
年
度

を
迎
え
る
こ
と
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
に
よ
り
、

財
政
需
要
が
大
幅
に
増
し
、
過
去
最
大

の
予
算
規
模
に
な
る
も
の
と
見
込
ん
で

お
り
、
例
年
以
上
に
厳
し
い
予
算
編
成

を
強
い
ら
れ
ま
す
。

　

将
来
世
代
に
つ
け
を
回
さ
な
い
よ
う

に
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
や
自
主
財
源

の
確
保
を
一
層
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

市
債
の
借
入
れ
や
基
金
の
取
崩
し
の
抑

制
を
図
り
な
が
ら
、
所
信
表
明
で
申
し

上
げ
た
８
項
目
の
実
現
に
向
け
、「
良

い
も
の
」
は
継
続
し
、「
変
え
る
べ
き

も
の
」
は
大
胆
に
変
え
る
考
え
の
も
と
、

予
算
編
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

米

子

市

と

の

連

携

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
初
め
て

と
な
る
米
子
市
と
の
連
携
懇
談
会
を
、

10
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
米
子
市
長
と
忌
憚
の
な

い
意
見
交
換
を
行
い
、
弓
ヶ
浜
の
環
境

保
全
や
白
砂
青
松
の
弓
ヶ
浜
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
イ

ベ
ン
ト
の
共
同
開
催
な
ど
、
両
市
が
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
、
荒
廃
農
地
対
策
、
情
報
シ
ス

テ
ム
や
事
務
処
理
の
共
通
化
の
推
進
に

つ
い
て
も
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

両
市
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
解
決
に

向
け
、
今
後
も
こ
う
し
た
場
を
積
極
的

に
設
け
、
両
市
ひ
い
て
は
中
海
・
宍
道

湖
・
大
山
圏
域
の
発
展
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

月
定
例
市
議
会
報
告

12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
２
日
か
ら
22
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
伊
達
市
長
か
ら
市
政
の
概
要
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
で
は
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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ま

ち

づ

く

り

総

合

プ

ラ

ン

　

次
期
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
に
つ

き
ま
し
て
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
改
定
と
あ
わ
せ
て
、
16
歳
以
上

の
市
民
３
千
人
と
中
学
３
年
生
を
対
象

と
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
中
に
、
総
合
計
画
審
議
会
に

素
案
を
お
諮
り
し
、
経
済
界
や
教
育
・

福
祉
分
野
な
ど
の
代
表
者
の
方
々
に
、

ご
審
議
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
並
行
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
開
催
し
、
市
民
の
方
々
か
ら
幅

広
い
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

行
政
事
務
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

　

本
市
と
米
子
市
、
琴
浦
町
、
大
山
町
、

日
南
町
、
江
府
町
の
２
市
４
町
で
の
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
準
備
が
整
い
、
来
月
か
ら
共

通
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
ま

す
。
ま
た
、
公
立
保
育
園
で
導
入
準
備

を
進
め
て
い
た
園
児
の
登
園
管
理
な
ど

を
行
う
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
今
月

か
ら
試
験
稼
働
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
公
金
の
収
納
に
つ
い
て
は
来
年
４

月
、
同
じ
く
住
民
票
な
ど
の
交
付
に
つ

い
て
は
来
年
６
月
頃
の
開
始
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
準
備
を
進
め
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

観

光

振

興

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
一
時
は
観
光
客
の
姿
も
ま

ば
ら
と
な
っ
た
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に

お
き
ま
し
て
は
、
８
月
に
「
動
く
妖
怪

影
絵
」
の
投
影
を
、
10
月
に
は
「
ア
マ

ビ
エ
」
な
ど
疫
病
退
散
の
願
い
を
込
め

た
３
種
類
の
妖
怪
影
絵
の
投
影
を
開
始

し
た
ほ
か
、
恒
例
の
「
妖
怪
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
」
が
妖
怪
の
仮
装
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
形
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
や
国
の
「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」

な
ど
に
よ
り
、
10
月
の
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
の
入
込
客
数
と
水
木
し
げ
る
記
念

館
の
入
館
者
数
は
、
い
ず
れ
も
前
年
の

半
分
程
度
ま
で
回
復
し
て
お
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
観
光
を
満
喫
で
き
る
エ
リ

ア
を
創
出
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
現

在
県
内
に
お
い
て
、
感
染
防
止
策
を
徹

底
す
る
観
光
地
の
団
体
が
、
鳥
取
県
・

市
町
村
と
「
安
心
観
光
・
飲
食
エ
リ
ア

協
定
」
を
締
結
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
お
き
ま
し
て

も
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振
興
会
と
観

光
協
会
が
、
鳥
取
県
・
本
市
と
の
協
定

締
結
に
向
け
て
、
対
象
店
舗
へ
の
説
明

等
を
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
あ
り
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
年
度
１
回
目
と
な
る

先
月
の
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
建

替
候
補
地
や
整
備
手
法
等
を
説
明
し
、

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
水
木
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

意
向
も
確
認
し
な
が
ら
、
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
客
船
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
予
定
さ
れ
て
い
た
境
さ
か
い
こ
う港

へ
の
寄
港

が
全
て
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
先
月
か
ら
、
日
本
の

船
会
社
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
し
っ
か
り
と
講
じ
た
上
で
、

国
内
の
み
を
巡
る
短
期
間
の
ク
ル
ー
ズ

を
再
開
し
て
お
り
ま
す
。
境

さ
か
い
こ
う港

に
お
い

て
は
、
境
港
管
理
組
合
が
受
入
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
な
ど
準
備
を
整
え
、

誘
致
活
動
を
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

水

産

業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

水
産
業
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

て
お
り
ま
す
。

　

境
漁
港
に
お
け
る
１
月
か
ら
10
月
末

ま
で
の
水
揚
量
は
、
マ
イ
ワ
シ
の
増
加

な
ど
に
よ
り
８
万
８
千
ト
ン
余
、
前
年

比
１
１
５
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
水
揚

金
額
に
つ
い
て
は
、
飲
食
店
等
で
の
需

要
の
減
少
に
伴
う
単
価
の
下
落
な
ど
に

よ
り
、
１
４
０
億
円
余
、
前
年
比
84
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

う
水
産
ま
つ
り
や
中
野
港
漁
村
市
な
ど

が
中
止
と
な
っ
た
ほ
か
、
首
都
圏
や
関

西
方
面
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

も
困
難
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
境
港
市
産
地
協
議
会
に
よ
る
ベ

ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
料
理
教
室
が
東
京
の

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
参
加
さ
れ
た
方
々

に
、
調
理
方
法
の
説
明
に
加
え
、
産
地

境
港
を
Ｐ
Ｒ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
の
助
成
制
度
を
活
用
し
た
地
元
水

産
物
の
学
校
給
食
で
の
提
供
を
10
月
か

ら
開
始
し
、
初
回
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
カ

ツ
レ
ツ
を
提
供
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
給
食
を
味
わ
い
な
が
ら
視
聴
す

る
解
説
動
画
や
、毎
回
配
布
さ
れ
る「
境

の
さ
か
な
カ
ー
ド
」
で
、
そ
の
日
提
供

さ
れ
た
魚
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
末
ま
で
毎
月
２
回
ず
つ
計
12

回
提
供
す
る
、
ア
ジ
や
サ
バ
、
イ
ワ
シ

と
い
っ
た
大
衆
魚
か
ら
、
セ
イ
ゴ
や
エ

テ
ガ
レ
イ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
タ
イ
と
い
っ

た
沿
岸
で
獲
れ
る
魚
、
さ
ら
に
は
日
本

一
の
水
揚
量
を
誇
る
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

を
使
用
し
た
給
食
を
通
じ
て
、
地
元
の

様
々
な
水
産
物
へ
の
理
解
や
愛
着
を
深

め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

長
期
的
な
視
点
か
ら
土
地
利
用
や
都

市
施
設
整
備
な
ど
の
方
針
を
定
め
る
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
識
経
験
者
や
行
政
関

係
者
、
福
祉
・
商
業
・
水
産
業
な
ど
の

各
分
野
や
市
民
の
代
表
者
の
方
々
な
ど

で
構
成
す
る
「
境
港
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
を
設
置
し
、
10
月
に
１
回
目
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

次
期
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
の
策
定

と
あ
わ
せ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
ほ
か
、
地
域
の
方
々
が
自
由
に

考
え
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
掲
示

板
を
各
公
民
館
に
設
置
し
、
幅
広
く
意

見
を
募
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
各
地
区
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
い
た

だ
い
た
ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

分
析
結
果
な
ど
も
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

空

家

対

策

　

空
家
の
利
活
用
や
除
却
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
た
め
、
庁
内
の
関
係

部
署
を
集
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
先
月
に
１
回
目
の
検
討
会

議
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

空
家
を
所
有
す
る
方
の
ニ
ー
ズ
等
を
把

握
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
や
民
間
の
取
り
組
み

な
ど
も
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
の

視
点
か
ら
、
幅
広
く
対
策
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
と
っ
と
り
空
き
家
利
活
用
推

進
協
議
会
と
連
携
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
相
談
会
に
つ
い
て
も
、
来
年
３
月
の

開
催
に
向
け
、
調
整
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

１２月定例市議会報告

ま

ち

づ

く

り

総

合

プ

ラ

ン

空

家

対

策

観

光

振

興

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

行
政
事
務
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

水

産

業
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夕

日

ヶ

丘

団

地

　

夕
日
ヶ
丘
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

定
期
借
地
権
制
度
の
累
計
契
約
件
数
が

２
３
０
件
を
超
え
、
利
用
が
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夕
日
ヶ
丘
メ

モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
東
側
の
16
区
画
に
つ

い
て
、
10
月
に
新
規
分
譲
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
宅
地
を
一
定
期
間
貸
し
付
け
、

契
約
期
間
満
了
後
に
譲
渡
す
る
新
た
な

制
度
に
つ
い
て
、
来
年
度
当
初
か
ら
の

導
入
を
目
指
し
、
制
度
設
計
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

基

地

対

策

　

来
年
６
月
に
美
保
基
地
へ
配
備
が
計

画
さ
れ
て
い
る
空
中
給
油
・
輸
送
機
に

つ
き
ま
し
て
は
、
配
備
に
向
け
た
計
画

が
具
体
化
し
、
９
月
に
中
国
四
国
防
衛

局
か
ら
鳥
取
県
に
再
協
議
の
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
本
市
と
し
ま

し
て
は
、
防
衛
局
と
と
も
に
、
配
備
計

画
に
加
え
、
騒
音
デ
ー
タ
や
安
全
性
の

確
認
方
法
等
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
平
成
29
年
２
月
に
配
備
に

同
意
す
る
旨
を
鳥
取
県
へ
回
答
し
て
お

り
、
今
回
改
め
て
、
こ
の
同
意
方
針
に

変
わ
り
の
な
い
こ
と
、
並
び
に
安
全
・

安
心
の
確
保
や
さ
ら
な
る
地
域
振
興
策

な
ど
を
鳥
取
県
か
ら
国
へ
求
め
る
こ
と

を
、
10
月
に
回
答
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｃ
２
輸
送
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
美

保
基
地
へ
の
配
備
が
平
成
28
年
度
か
ら

順
次
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
先

月
、
最
後
の
１
機
と
な
る
10
機
目
が
配

備
さ
れ
、
計
画
さ
れ
て
い
た
配
備
を
終

え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

高

規

格

道

路

の

整

備

　

米
子
・
境
港
間
の
高
規
格
幹
線
道
路

の
早
期
事
業
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行

政
・
議
会
・
経
済
界
な
ど
が
一
堂
に
会

し
、
先
月
開
催
さ
れ
た
中
国
横
断
自
動

車
道
岡
山
米
子
線
の
整
備
促
進
に
関
す

る
総
決
起
大
会
に
お
い
て
、
蒜
山
・
米

子
間
の
４
車
線
化
の
早
期
実
現
と
と
も

に
、
国
に
要
望
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ

た
ほ
か
、
鳥
取
県
知
事
と
米
子
市
長
、

日
吉
津
村
長
、
私
の
４
者
で
、
国
へ
直

接
訴
え
か
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

市
長
会
に
お
い
て
、
米
子
・
境
港
間
の

高
規
格
幹
線
道
路
な
ど
圏
域
内
を
「
８

の
字
」
に
結
ぶ
道
路
網
の
早
期
完
成
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、
先
月
、
国
と

鳥
取
・
島
根
両
県
、
関
係
す
る
市
や
村

な
ど
で
構
成
す
る
「
中
海
・
宍
道
湖
圏

域
道
路
整
備
勉
強
会
」
が
立
ち
上
が
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

道
路
整
備
の
事
業
主
体
と
な
る
国
や

鳥
取
・
島
根
両
県
の
参
加
の
も
と
、
圏

域
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
幅
広
い

検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

　

渡
漁
港
周
辺
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
、
中
海
護
岸
沿
い
の
市
道

渡
84
号
線
の
全
線
供
用
開
始
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
財
源
の
一
部
と
し

て
見
込
ん
で
い
た
国
の
交
付
金
が
要
望

額
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
来
年
度
に

先
送
り
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
交
付
金
の
確
保
に
努
め
な
が

ら
、
早
期
の
全
線
供
用
開
始
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
相
次
ぐ
水
害
に
よ
る
甚
大
な
被

害
を
受
け
、
国
は
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が

協
働
し
、
流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ

せ
る
治
水
対
策
で
あ
る
「
流
域
治
水
」

へ
の
転
換
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

斐
伊
川
水
系
に
お
き
ま
し
て
も
、
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
協
議
・
情
報

共
有
を
行
う
場
と
し
て
、
国
と
鳥
取
・

島
根
両
県
、
流
域
の
市
や
町
で
構
成
す

る
「
斐
伊
川
流
域
治
水
協
議
会
」
が
７

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

流
域
全
体
で
早
急
に
実
施
す
べ
き
対
策

の
全
体
像
を
示
す
「
斐
伊
川
流
域
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
策
定
と
公
表
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

防

災

対

策

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
役
所
に
設
置
し
て
い

る
親
局
な
ど
の
整
備
工
事
が
完
了
し
、

現
在
、
市
内
各
所
に
設
置
し
て
い
る
屋

外
拡
声
子
局
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
更
新
な

ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
戸
別
受
信
機
の
配
付
や
、
更

新
し
た
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
量
や
方
向
の

調
整
な
ど
を
行
い
、
来
年
４
月
か
ら
本

格
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

西
日
本
豪
雨
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を

支
援
す
る
た
め
に
職
員
を
派
遣
し
た
縁

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
10
月
に
岡
山
県

総
社
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
を
一
市
町
村
で
担
う
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
徳
島
県
鳴
門
市
に
次
い
で
、

今
回
、
山
陽
側
の
市
町
村
と
協
定
を
締

結
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
有
効
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
旧
に

は
、
災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
早
期
に
立
ち
上
げ
、
円
滑
に
運
営
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
セ
ン

タ
ー
の
運
営
等
の
協
力
体
制
に
関
す
る

協
定
を
、
境
港
青
年
会
議
所
と
セ
ン
タ

ー
を
設
置
・
運
営
す
る
境
港
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
並
び
に
本
市
の
３
者
で
締

結
し
ま
し
た
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組

み
の
一
例
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
り
、

平
時
か
ら
の
情
報
共
有
な
ど
に
よ
り
、

災
害
発
生
時
に
は
、
３
者
の
連
携
・
協

力
の
も
と
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
迅

速
な
受
け
入
れ
や
効
果
的
な
活
動
が
図

ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
き

ま
し
て
は
、
避
難
時
に
９
割
の
住
民
が

使
用
す
る
と
想
定
し
て
い
る
自
家
用
車

に
よ
る
住
民
避
難
訓
練
を
初
め
て
実
施

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
考
慮
し
、
検
温
や
問
診
、
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
に
よ
る
安
定
ヨ
ウ
素

剤
の
配
布
訓
練
を
取
り
入
れ
た
ほ
か
、

自
衛
隊
に
よ
る
避
難
退
域
時
検
査
会
場

ま
で
の
軽
症
患
者
の
搬
送
訓
練
も
行
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
訓
練
結
果
を
検
証
し
、
実
効

性
を
よ
り
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

学

校

教

育

　

学
校
の
教
育
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
運
動
会
の
規
模
縮
小
に
加
え
、

中
学
校
で
は
職
場
体
験
学
習
や
国
際
理

解
教
育
推
進
活
動
な
ど
が
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
現
場
に
お
い

て
は
、
新
し
い
学
校
生
活
様
式
の
も
と
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
感
染
防
止

と
教
育
活
動
の
両
立
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
が
提
唱
す
る
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
実
現
に
向

け
、
現
在
、
高
速
で
大
容
量
の
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
に
加
え
、
児
童

生
徒
１
人
に
つ
き
１
台
の
学
習
用
端
末

の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
本
年
度
中
に
完
了
す
る
予
定
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
た
大
型
液

晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
あ
わ
せ
て
活
用
し
、

学
習
活
動
の
充
実
や
児
童
生
徒
の
情
報

活
用
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

夕

日

ヶ

丘

団

地

高

規

格

道

路

の

整

備

基

地

対

策

中

海

護

岸

整

備

学

校

教

育

防

災

対

策
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本
市
初
の
学
校
統
合
に
よ
り
、
４
月

か
ら
余
子
小
学
校
の
児
童
と
な
っ
た
旧

誠
道
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、

安
全
に
通
学
し
て
お
り
、
新
し
い
友
人

と
も
良
好
な
関
係
が
築
か
れ
、
学
校
生

活
に
も
馴
染
ん
で
お
り
ま
す
。

社

会

教

育

施

設

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
が
順
調

に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

ホ
ー
ル
棟
の
基
礎
工
事
が
完
了
し
、
現

在
、
会
議
室
棟
の
基
礎
工
事
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

工
事
の
安
全
・
円
滑
な
施
工
に
努
め
る

と
と
も
に
、
管
理
運
営
の
具
体
化
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

海
と
く
ら
し
の
史
料
館
の
あ
り
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
１
回
目
の
検
討
委
員

会
で
展
示
の
見
直
し
や
近
隣
施
設
と
の

連
携
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
幅
広
い
角
度

や
要
素
か
ら
、
十
分
に
時
間
を
か
け
て

検
討
を
重
ね
、
来
年
度
中
を
目
途
に
取

り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

共

生

社

会

づ

く

り

　

障
が
い
の
あ
る
方
と
の
共
生
に
つ
き

ま
し
て
は
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
や

難
聴
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
支
援
を
図
る
た
め
、
市
民
や
市
職
員

を
対
象
に
、
筆
談
の
必
要
性
や
方
法
を

学
ぶ
「
筆
談
セ
ミ
ナ
ー
」
を
10
月
に
２

回
開
催
し
ま
し
た
。
講
義
と
実
技
を
交

え
、
伝
わ
り
や
す
い
書
き
方
や
筆
談
の

コ
ツ
に
つ
い
て
解
説
を
い
た
だ
き
、
参

加
さ
れ
た
方
々
の
好
評
を
得
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
対

し
、
音
声
で
施
設
の
位
置
を
案
内
す
る

装
置
を
市
役
所
本
庁
舎
と
第
２
庁
舎
の

入
口
に
そ
れ
ぞ
れ
整
備
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
あ
ら
ゆ
る

世
代
が
参
加
し
た
、
住
民
主
体
に
よ
る

津
波
避
難
訓
練
が
10
月
に
中
浜
地
区
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
際
し
て
は
、
中
浜
小
学
校
の

児
童
を
対
象
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

配
置
し
て
い
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
防
災
士
で
あ
る
中
浜
地
区
自

治
連
合
会
長
が
講
師
と
な
り
、
避
難
訓

練
や
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
の
重

要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
防
災
授
業
が
開

催
さ
れ
、「
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
、

顔
の
見
え
る
地
域
づ
く
り
」
に
も
つ
な

が
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

外
国
人
の
方
と
の
共
生
に
つ
き
ま
し

て
は
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
た
め
、
双
方
の
音
声
を
そ
れ
ぞ

れ
の
言
語
に
翻
訳
す
る
機
器
を
市
役
所

な
ど
に
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市

に
転
入
さ
れ
た
外
国
人
の
方
々
が
地
域

に
馴
染
み
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
店
舗
や
病
院

を
掲
載
し
た
生
活
マ
ッ
プ
を
や
さ
し
い

日
本
語
で
作
成
し
、
配
布
し
て
お
り
ま

す
。

子

育

て

環

境

の

充

実

　

３
歳
未
満
児
の
保
育
園
の
利
用
が
大

き
く
増
加
し
て
い
る
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
本
市
の
今
後
の
保
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
保
護
者
や
事
業
者
の
代
表
者
、

学
識
経
験
者
の
方
々
な
ど
で
構
成
す
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
で
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

10
月
の
会
議
で
は
、
保
護
者
の
方
々

や
事
業
者
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
も
踏
ま
え
、
０
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
の
一
貫
保
育
の
推
進
な

ど
、
今
後
の
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
素
案

を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
月
か
ら
実
施
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
で
幅
広
い
意
見
を
募
っ
た
上
で
、

本
年
度
中
に
方
針
を
取
り
ま
と
め
、
保

育
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
保
護
者
の
方
々
な
ど
か
ら
、

都
市
公
園
の
遊
具
の
充
実
を
求
め
る
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
声
に
応
え
る
た
め
、
国
の

交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
親
子
で
一
緒

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
大
型
複
合
遊

具
を
、
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

に
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
必
要
と
な
る

経
費
を
今
議
会
に
補
正
予
算
と
し
て
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

市

民

の

健

康

づ

く

り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
を

懸
念
し
た
活
動
自
粛
や
受
診
控
え
な
ど

が
長
引
き
、
市
民
の
健
康
を
危
惧
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の

家
や
い
き
い
き
百
歳
体
操
と
い
っ
た
自

主
的
な
市
民
活
動
が
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
た
上
で
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診

等
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
に
受
診

で
き
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
健
診
を
予

約
制
と
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
ほ
か
、
受
診
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

期
間
を
３
月
中
旬
ま
で
延
長
し
て
お
り

ま
す
。

　

境
港
市
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
に
基

づ
く
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
骨
密
度

検
査
の
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
、
専

門
医
に
よ
る
講
演
会
と
運
動
指
導
を
こ

れ
ま
で
に
４
回
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

検
査
方
法
や
検
査
機
関
を
拡
充
し
、
受

診
し
や
す
い
環
境
を
整
え
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
課
題
解
決
に
取
り
組

む
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
と
の
連
携

に
お
い
て
は
、
40
歳
未
満
が
対
象
の
ヤ

ン
グ
健
診
を
受
診
し
た
方
々
に
、
ス
タ

ジ
オ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
、
こ
れ

ま
で
に
７
人
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
特
定
健
診
で
生
活
習
慣
の
改

善
が
必
要
と
さ
れ
た
方
に
紹
介
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
４
８
３

万
５
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２

３
５
億
３
９
８
８
万
２
千
円
と
し
ま
し

た
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
事
業
》

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が

実
用
化
さ
れ
た
際
に
、
迅
速
か
つ
適
切

に
接
種
を
開
始
で
き
る
体
制
を
確
保
す

る
た
め
、
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
を
改
修

す
る
経
費
等
７
４
７
万
円
余
、
外
国
人

技
能
実
習
生
等
の
受
入
事
業
者
が
負
担

す
る
入
国
後
の
待
機
期
間
に
係
る
宿
泊

費
に
対
す
る
鳥
取
県
の
助
成
に
、
本
市

独
自
で
上
乗
せ
助
成
す
る
た
め
の
経
費

３
３
６
万
円
、
本
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

落
ち
込
ん
だ
観
光
客
の
誘
客
を
図
る
た

め
、
全
国
的
な
知
名
度
を
持
つ
俳
優
等

を
起
用
し
た
電
子
雑
誌
と
動
画
を
作
成

す
る
経
費
１
３
７
５
万
円
、
小
中
学
校

が
臨
時
休
校
し
た
際
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
を
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

家
庭
で
整
え
る
こ
と
が
難
し
い
児
童
生

徒
の
た
め
、
各
公
民
館
に
無
線
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
を
整
備
す
る
経
費
２
０
９

万
円
、
市
民
図
書
館
に
お
い
て
、
接
触

機
会
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
職
員
を
介
さ
ず
に

図
書
の
貸
出
や
返
却
を
行
う
Ｉ
Ｃ
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
経
費
５
２
５
８
万
円

な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。
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歳
入
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

《
そ
の
他
の
事
業
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約
の

締
結
に
伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発
公
社

等
か
ら
の
土
地
購
入
費
６
２
６
１
万
円

余
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
の
増
加
に

伴
う
、
寄
附
を
頂
い
た
方
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
費
用
等
１
２
８
４
万
円
余
、
魚
と

鬼
太
郎
の
ま
ち
境
港
ふ
る
さ
と
基
金
へ

の
積
立
金
２
０
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

人
工
透
析
患
者
の
増
加
に
伴
う
、
障

が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
３
４
６
９
万

円
余
、
令
和
元
年
度
の
療
養
給
付
費
負

担
金
の
精
算
に
伴
う
、
鳥
取
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
負
担
金
２
０

４
１
万
円
余
、
障
が
い
児
保
育
や
乳
児

保
育
へ
の
対
応
の
増
加
な
ど
に
伴
う
、

私
立
保
育
園
等
の
運
営
費
に
対
す
る
補

助
金
１
１
３
５
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

検
査
件
数
等
の
増
加
に
伴
う
、
風
し

ん
抗
体
価
検
査
等
委
託
料
１
６
８
万
円

余
を
増
額
。

【
商
工
費
】

　

妖
怪
に
ま
つ
わ
る
作
品
を
所
有
す
る

水
木
し
げ
る
記
念
館
、
松
江
市
の
小
泉

八
雲
記
念
館
お
よ
び
広
島
県
三
次
市
の

湯
本
豪こ

う

い

ち一
記
念
日
本
妖
怪
博
物
館
が
連

携
し
、
周
遊
性
を
高
め
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
が
所
有
す
る
作
品
を
水
木
し
げ
る

記
念
館
で
紹
介
す
る
経
費
５
万
円
を
増

額
。

【
土
木
費
】

　

国
の
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
を
活
用
し
、
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ

ア
ル
パ
ー
ク
に
新
た
な
大
型
複
合
遊
具

を
設
置
す
る
経
費
２
１
０
６
万
円
余
、

下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
繰
出
金
７
０

３
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
各
費
目
の
人
件
費
】

　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
期
末
手
当
の

改
定
や
人
事
異
動
な
ど
に
伴
い
、
あ
わ

せ
て
４
７
６
６
万
円
余
を
減
額
。

【
歳
入
】

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
、
繰
越

金
お
よ
び
地
方
交
付
税
、
基
金
繰
入
金

を
増
額
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ

る
都
市
公
園
遊
具
設
置
事
業
な
ど
５
事

業
に
つ
い
て
追
加
し
ま
し
た
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

日
曜
休
日
応
急
診
療
所
の
管
理
委
託

料
に
つ
い
て
、
本
年
度
中
に
指
定
管
理

者
と
協
定
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
ま
た
、
市
道
維
持
修
繕
工
事
に
つ

い
て
、
本
年
度
中
に
入
札
を
行
い
、
新

年
度
当
初
か
ら
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

国
が
再
支
給
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
な
ど
低
所
得

の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
１
世
帯
に
つ
き

５
万
円
等
の
臨
時
特
別
給
付
金
に
係
る

経
費
２
２
０
４
万
９
千
円
を
増
額
す
る

と
と
も
に
、
財
源
と
し
て
、
国
庫
支
出

金
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２
３
５
億

６
１
９
２
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予

算
　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
期
末
手
当
の

改
定
や
人
事
異
動
な
ど
に
伴
う
人
件
費

６
９
６
万
６
千
円
、
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
経
費
４
２
７
万
１
千
円
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
し
、
予
算
総
額
を
24
億
７
７

０
２
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
繰
越
明
許
費
の
設

定
と
債
務
負
担
行
為
の
追
加
の
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
等
に
伴
う
、

シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
２
６
８
万
４
千
円

を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
37
億
８
４
６

３
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
費
特
別
会
計
の
補

正
予
算

　

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
伴
う
、

シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
１
９
１
万
４
千
円

を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
４
億
４
２
０

１
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
延
滞

金
の
割
合
等
の
特
例
に
係
る
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
延

滞
金
の
特
例
割
合
の
名
称
を
改
め
る
な

ど
所
要
の
整
理
を
行
う
た
め
、
関
係
す

る
条
例
に
つ
い
て
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

法
で
定
め
ら
れ
た
事
務
以
外
で
個
人

番
号
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務

に
、
特
別
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
事

務
を
加
え
ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
所
得
の

算
定
方
法
を
改
め
ま
し
た
。

■
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
に

お
い
て
、
不
燃
物
処
理
施
設
の
設
置
及

び
当
該
設
置
施
設
の
管
理
運
営
に
関
す

る
事
務
を
、
今
後
、
す
べ
て
の
構
成
市

町
村
で
共
同
処
理
す
る
た
め
、
同
組
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
協
議
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て

■
境
港
日
曜
休
日
応
急
診
療
所
の
指
定

管
理
者
に
境
港
医
師
協
会
を
指
定

■
監
査
委
員
に
松
本
正ま

さ

と

み福
さ
ん
を
選
任

議

員

提

出

議

案

■
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

陳

情

の

審

議

結

果

■
採
択
・
意
見
書
提
出

◇
全
国
知
事
会
の
提
言
に
基
づ
き
、
新

　

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
日

　

米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
定
に
取
り

　

組
む
よ
う
国
及
び
関
係
機
関
へ
の
意

　

見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

■
採
択
・
市
長
送
付

◇
境
港
市
特
別
医
療
費
助
成
事
業
の
対

　

象
に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

　

級
・
３
級
所
持
者
を
拡
大
・
適
用
す

　

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

■
不
採
択

◇
日
本
学
術
会
議
任
命
拒
否
問
題
に
係

　

る
真
相
究
明
等
を
求
め
る
意
見
書
の

　

提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

◇
保
健
所
の
機
能
強
化
を
求
め
る
意
見

　

書
の
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

11
月
臨
時
市
議
会

《
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
》

■
境
港
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

職
員
な
ら
び
に
特
別
職
等
の
期
末
手

当
の
支
給
月
数
を
年
間
０
・
０
５
月
分

引
き
下
げ
る
な
ど
、
人
事
院
勧
告
に
準

じ
た
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
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　国民年金は、老後や不測の事態で障がいを負ったときな

どの生活を支える制度です。２０歳になり、他の年金に加

入していない人には、日本年金機構から「国民年金加入の

お知らせ」や納付書等が届きます。

▼保険料

　国民年金の保険料は、月額１６，５４０円（令和２年度）

です。納付方法は、納付書、口座振替、クレジット納付が

あり、前納による割引制度もあります。

※令和３年度の保険料は月額１６，６１０円となります。

▼保険料の免除・猶予

◇保険料の納付が困難な場合は、免除申請制度があります。　

　世帯の所得状況に応じて、保険料の免除・猶予を受けら

　れます（所得状況により却下となる場合があります）。

◇学生の場合は、学生納付特例制度を利用すると納付が猶

　予されます。申請には、在学証明書（原本）か学生証の

　写しが必要です（対象とならない学校もあります）。

　詳しくはお問い合わせください。

▼免除・猶予期間の年金（ただし、一部納付は免除後の保

険料を納めていることが要件）

　免除・猶予期間は、「年金を受け取る際の受給資格期間」

に算入され、免除期間は納めた保険料により、年金額へ反

映されます。

　猶予・免除を受けた期間の保険料は１０年以内であれば

追納することが可能ですが、３年度目以降になると加算額

が加わります。

▼障害年金・遺族年金

　国民年金加入期間中の病気や事故により、障がいや死亡

という不測の事態が発生した場合、障がいの状態に応じて

障害基礎年金、対象となる遺族の人は遺族基礎年金を請求

することができますが、保険料の納付要件を満たしている

必要があります。

▼問い合わせ先

　◇日本年金機構　米子年金事務所　☎３４－６１１１

　◇市民課　保険年金係　☎４７－１０３５

２０歳になったら国民年金

道路除雪についてのお願い
　本格的な冬を迎え、積雪が心配される時期となりました。市では、生活道路の確保と安全な冬道対策として、除雪作業

を行っています。ご理解とご協力をお願いします。

■除雪時の作業騒音にご理解ください

　朝の通勤・通学路の安全確保のため、深夜から早朝にかけて作業を行うことがあります。除雪車のエンジン音や振動で

ご迷惑をおかけしますが、ご理解ください。

■除雪により玄関先等に寄せられた雪の除去にご協力ください

　除雪の際、やむを得ず玄関や車庫の前に雪を寄せる場合があります。出入口前は、各家庭での雪かきにご協力ください。

■除雪の妨げとなる路上駐車はやめてください

　路上駐車をすると、その部分の除雪ができなくなり、交通事故や渋滞の原因となります。

■道路ぎわの樹木等は所有者で適正に管理しましょう

　道路ぎわにある樹木が、積雪により道路に倒れかかると、通行の妨げとなり、交通事故の原因となります。

■消火栓等の近くに駐車はやめてください

　道路には、万が一の消火活動に備えて、消火栓等の消防設備が設置されています。

　これらの近くに車両を駐車されると、消火活動に影響することが考えられます。積雪時は消火栓等の位置がわかりにく

くなるため、日ごろから自宅近くにある消防設備の確認をお願いします。

▼問い合わせ先　管理課　管理係　☎４７－１０７３

　水道水に関する不安をあおり、浄水器を取り付ける悪質

な点検商法が増えています。

　水道水は水道法に基づく水質基準に適合していますの

で、安心してそのままお飲みいただけます。少しでも不審

に思われたら、水道局までお問い合わせください。

■これまでに水道局に寄せられた問い合わせ例

　問1　水道水に、不純物が多く含まれていると聞いたの

　　　ですが、心配はないですか？

　答1　水道水中に含まれる蒸発残留物や硬度（カルシウ

　　　ムやマグネシウムの量）は、水質基準以下であり、

　　　安全性に問題はなく、カルシウムやマグネシウムな

　　　どのミネラルが適度に含まれており、おいしい水の

　　　条件に適合しています。

　問2　水道水に塩素が含まれているので体に悪いと言わ

　　　れましたが、塩素による消毒方法は安全なのでしょ

　　　うか？

　答2　水道水に含まれる濃度の塩素は、病原菌等に対し

　　　ては消毒効果がありますが、人に対して影響はなく

　　　安全性に問題はありません。

▼問い合わせ先　米子市水道局　水質管理課

　　　　　　　　☎２６－５９３３

　　　　　　　　FAX３６－８７１５

水道水に関連する不安をあおった悪質な点検商法にご注意ください
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第５１回  境港市美術展覧会
　１１月２８日（土）から１２月２日（水）まで、SANKO夢みなとタワーで開催された境港市美術
展覧会において、次の皆さんが受賞の栄誉に輝きました。（敬称略）

市展賞

《書道部門》
◇『少年行』　　　　　　　堀田　翠

すい

雲
うん

　　（上道町）

◇『荒城の月』　　　　　　西山　遥
ようげつ

月　　（中野町）

◇『春
しゅんすいしたくにみつ

水満四澤』　　　　　松本　令華　　（松江市）

◇『臨
りん

　始
しへいこうぞうぞうき

平公造像記』　　宮井　慧美理　（境高校）

《写真部門》
◇『静

せいひつ

謐』　　　　　　　　門脇　治比古　（渡町）

◇『思い出』　　　　　　　小西　真智子　（元町）

◇『書道パフォーマンス』　渡辺　豊子　　（本町）

奨励賞
《絵画部門》

◇『海の旋律』　　　　　　北迫　多津子　（松江市）

《工芸部門》
◇『器』　　　　　　　　　山近　佳世子　（外江町）

◇『竹・２０角
かくはなたて

花立』　　　高橋　歳久　　（渡町）

◇『一輪挿し　Ⅱ』　　　　景山　憲　　　（中野町）

【問い合わせ先】

　生涯学習課　文化体育係　☎４７－１０９３

【絵画】　『巣』　　　　　　　松本　恵子　 （渡町）

【工芸】　『結
けっしょうゆうはち

晶釉鉢』　　　　岡田　誠
まさあき

朗　 （上道町）

　　　　『辰
しんしゃゆうしのぎもんうりがたびん

砂釉鎬文瓜形瓶』渡邊　薫　　 （上道町）

【彫刻】　『弁慶の衝立』　　　奥谷　明美　 （幸神町）

【書道】　『帰
き し ん は ん は く

真反璞』　　　　松岡　泰
たいなん

南　 （西伯郡）

　　　　『桃
とうかけい

花谿』　　　　　
かど

　厚
こうりゅう

柳　　 （米子市）

【写真】　『弱肉強食』　　　　新路　友幸　 （竹内町）

　　　　『憩』　　　　　　　森　陽子　　 （上道町）

クラブ名 住所 電話番号

渡児童クラブ
渡町1424番地

（旧こまどり幼稚園内）
090-6832-0098

外江児童クラブ
外江町2105番地

（外江小学校内）
090-5376-8610

境児童クラブ
湊町27番地

（境小学校内）
090-9412-6543

上道児童クラブ
上道町3078番地

（上道小学校クラブハウス内）
090-7509-3145

余子児童クラブ
竹内町3117番地

（余子小学校内）
080-5615-2905

中浜児童クラブ
小篠津町450番地

（しらぎく会館内）
090-7374-4020

※夕日ヶ丘学童

　クラブ
夕日ヶ丘1丁目 66番地 45-4433

放課後児童クラブ入会募集
▼対　象

　令和３年４月に小学校に在学していて就労等の

理由により昼間家庭に父母等がいない児童

▼受付期間　１月８日（金）～３０日（土）

※先着順ではありません。

　審査によって入会決定します。　　

※申請書等は、教育総務課窓口および各児童クラブ

　にあります。

※現在入会している人も入会申請が必要です。

※応募者多数の場合は低学年の児童を優先するため、

　待機となる場合があります。

▼提出先

　申請書類に記入し、入会を希望する児童クラブに

　提出してください。

▼問い合わせ先

　◇教育総務課　学事係　☎４７－１０８５

　◇各児童クラブ（右表参照）

※夕日ヶ丘学童クラブ（民間）は、入会基準および受付期間

　等が左記と異なりますので、直接お問い合わせください。

　（受付期間：１月１５日（金）まで）

市報さかいみなと　16



～まちの話題～～まちの話題～

絆がはぐくむ人権のまちづくり
　人権ふれあいフェスティバルを開催
　一人ひとりを大切にした「人権を尊重するまちづくり」

を推進するため、境港市人権ふれあいフェスティバルが

１２月１２日（土）に文化ホールで開催されました。

　標語や川柳などの人権作品の展示では、市内小・中学生

に加え、初めて高校生の作品も展示されたほか、バザーの

開催やさまざまな人権課題をテーマにした映像作品がリレ

ー形式で上映されました。作品を通して、差別や偏見のな

い社会を実現するために自らが何をするべきかあらためて

考える機会となりました。

 健康について振り返る
　新しい生活様式版　境港市健康まつりを開催
　「コロナに負けない」をキーワードに、密を避けるた

め、１１月２４日（火）～１２月１１日（金）の3週間、

保健相談センターで健康まつりを開催しました。各々が健

康になるためのきっかけづくりとして展示、健康チャレン

ジ、オンライン講座、個別相談を実施しました。全体で約

300人にご参加いただきました。

　コロナ禍の中、自分のからだやこころに関心を持ち、周

りの人の体調を気づかうことでみんなで元気に乗りきりま

しょう。

市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

《
こ
と
の
葉
》

【
団
体
紹
介
】

　

私
た
ち
「
こ
と
の
葉
」
は
「
足
立
お
こ

と
教
室
」
で
勉
強
し
て
い
る
仲
間
で
構
成

さ
れ
、
先
生
の
も
と
和
気
あ
い
あ
い
と
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン
10
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
を
き
っ
か
け
に
グ
ル
ー
プ
名
を
「
こ
と

の
葉
」
と
名
付
け
、
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

練
習
は
大
変
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、
み

ん
な
で
息
の
合
っ
た
演
奏
が
で
き
た
時

は
、
う
れ
し
さ
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

練
習
の
合
間
の
お
茶
の
時
間
も
楽
し

く
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
飛
び
交
っ
て
い

ま
す
。

【
主
な
活
動
】

　

境
港
市
は
も
と
よ
り
米
子
市
な
ど
の
コ

ン
サ
ー
ト
出
演
を
は
じ
め
、
福
祉
施
設
、

小
学
校
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
演
奏
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て

ま
た
合
奏
練
習
の
成
果
を
聴
い
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
琴
は
五
線
譜
が
読
め
な
い
人

に
も
簡
単
な
楽
譜
で
弾
く
こ
と
が
出
来
ま

す
の
で
、
お
琴
の
音
色
に
興
味
の
あ
る
人

は
、
お
気
軽
に
体
験
を
し
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
が
明
る
く
良
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

こ
と
の
葉

　
　

代
表　

足
立
由
美
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
９
４
６
３
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　110番は、みなさんが、事件・事故等に遭われたり、

目撃した場合に警察官が一刻も早く現場に駆けつけるため

の「緊急専用電話」です。

　警察に対する相談・要望等、緊急でないものは、警察総

合相談電話（＃９１１０）または、各警察署、交番、駐在

所へ連絡して下さい。

聴覚・言語障がいのある人専用緊急通報システム

　◇携帯メールで１１０番通報

　　Mail tottori110pipopa@view.ocn.ne.jp

　◇ファックスで１１０番通報

　　フリーダイヤル　☎０１２０－８５７－１１０

　◇１１０番アプリシステム

　　このシステムは、耳や言葉が不自由な人が、国内

　のどこからでもスマートフォンやフィーチャーフォ

　ン（ガラケー）を用い、文字を打ち込んだり、写真

　を撮って送ることができる通報システムです。

　※携帯サイトから「110番アプリ」をダウンロード

　　して利用できます。

　　利用には、あらかじめ氏名、電話番号、パスワード

　　等の登録が必要です。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

110番通報の適切な利用促進
　～１月１０日は「１１０番の日」～

　

台
場
公
園
の
東
側
高
台
に
そ
び
え
る

慰
霊
塔
。
こ
れ
が
ど
う
い
う
建
造
物
な

の
か
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
歴
史
的
背
景
、
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

昭
和
２
年
８
月
22
日
、
日
本
海
軍
連

合
艦
隊
は
旗
艦
長
門
を
は
じ
め
63
隻
が

参
加
す
る
訓
練
の
た
め
、
美
保
湾
に
集

結
し
ま
し
た
。
当
時
、
そ
れ
を
見
よ
う

と
多
数
の
圏
域
住
民
が
美
保
湾
沿
岸
に

集
ま
り
、
乗
組
員
の
多
く
は
境
港
や
美

保
関
に
上
陸
、
歓
迎
会
も
開
か
れ
た
そ

う
で
す
。

　

日
清
、
日
露
そ
し
て
第
一
次
世
界
大

戦
の
後
、
大
正
10
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
海

軍
軍
縮
条
約
に
よ
り
戦
艦
の
比
率
を

５

：

５

：

３
（
米

：

英

：

日
）
に
抑
え

ら
れ
た
日
本
。
そ
の
劣
勢
を
挽
回
す
る

た
め
、
巡
洋
艦
と
駆
逐
艦
に
よ
る
雷

撃
（
魚
雷
攻
撃
）
を
充
実
さ
せ
よ
う
と

激
し
い
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
24

日
夜
半
、
美
保
関
沖
で
２
件
の
衝
突
事

故
が
発
生
。
地
蔵
崎
灯
台
の
北
東
38
キ

ロ
付
近
で
駆
逐
艦
「
蕨

わ
ら
び

」
が
沈
没
。
駆

逐
艦
「
葦あ

し

」
の
後
部
も
抉
ら
れ
ま
し
た
。

境
町
、
美
保
関
町
な
ど
周
辺
住
民
も
捜

索
等
に
協
力
し
ま
し
た
が
、
数
名
の
遺

体
し
か
収
容
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

計
１
２
０
名
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
翌

昭
和
３
年
境
町
の
有
志
が
全
国
か
ら
寄

付
を
募
り
、
山
陰
地
方
で
は
初
め
て
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
立
派
な
忠

魂
碑
が
お
台
場
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
は
慰
霊
塔
と
し
て
、
鳥
取
県
西

部
海
友
会
、
美
保
関
事
件
慰
霊
塔
顕
彰

護
持
会
等
に
よ
り
維
持
さ
れ
、
慰
霊
祭

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
５
月
ソ
ナ
ー
で
位
置
確
認
、
９

月
に
は
九
州
大
学
等
に
よ
り
水
中
ド

ロ
ー
ン
調
査
が
実
施
さ
れ
、
水
深
96
・

７
ｍ
に
、
駆
逐
艦
「
蕨
」
と
思
わ
れ
る

船
体
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
の
八
甲
田
山
と
も
言
わ
れ
る
こ
の

美
保
関
事
件
に
つ
い
て
、駆
逐
艦
「
蕨
」

の
五
十
嵐
恵
艦
長
の
長
男
邁

す
ぐ
る

氏
（
事
故

当
時
３
歳
）
は
調
査
研
究
の
末
、
昭
和

53
年
、
想
い
を
込
め
た
著
作
「
黒
き
日

本
海
に
消
ゆ
」（
海
軍
・
美
保
関
遭
難

事
件
）
を
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
参
考
】　

「
境
港
市
史
」「
弓
浜
物
語
」

「
伯
耆
文
化
研
究
第
21
号
」「
西
小
路
界

隈
」
他

　
　
　
　
　

編
集
【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
4242
））　

　
　
　

　
　
　

美
保
関
沖
事
件
と
台
場

美
保
関
沖
事
件
と
台
場

　新年あけましておめでとうございます。地域おこし協

力隊の矢本成年です。

　私たちは、クルーズ船のニュースが世間を騒がせてい

た３月中旬に大阪から移住し、早くも１０カ月目となり

ます。今回はこちらでの印象深かったことを書きたいと

思います。

　最初は過酷な環境です。当初はお日様の下で健康的に

作業できると考えていましたが、8月の暑さは山陰の涼

しいイメージを打ち砕く、炎天下の過酷なものでした。

　二番目は楽しかった交流です。伯州綿の授業・種蒔き・

収穫・綿くり・綿木の紙すきで小学生や幼稚園児と交流・

勉強しました。江戸から明治初期にかけて和綿で繁栄し

た境港の歴史を知ることは、自分たちの郷土への愛着や

誇りにつながると思いますので、この取り組みが今後も

続くようお手伝いしていきたいと思います。

　最後は素晴らしい景色

です。１１月の早朝に弓

ヶ浜から見た、大山から

昇る朝日が海上に漂う朝

霧に包まれる美しい景色

は、この地域ならではの

ものだと感動しました。

　一日も早くコロナ騒動が落着き、もっと伯州綿の魅力

をお伝えできるようになればと願っています。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

建立された忠魂碑
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消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

223消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課　人権政策室　☎47－ 1102
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　本市においても、多くの外国籍の人が生活し、多様

な文化交流が行われています。

　私たち地球上のすべての人間は、人間らしく幸せに

生きる権利を持っています。それが「人権」です。人

権は、「国籍・民族」が違っても、「生活・文化」が違

っても、「話す言葉」が違っても、「皮膚の色」が違っ

ても、「宗教観」が違っても、・・・等々、誰にでも平

等に備わっています。

　国籍や民族などの異なる人々が、互いに文化的な違

いを認め合い、尊重し合い、助け合いながら、共に生

きていく社会のことを「多文化共生社会」といいます。

同じ地域に居住し、共に地域社会の一員として生活す

ることが、「多文化共生社会」を実現するための基盤

になるのではないでしょうか。

　昨今、国内では、言葉が分からないことによる「情

報格差」や外国人をめぐっての「ヘイトスピーチ（憎

悪表現）」などの人権問題が発生しています。

　互いに異文化を理解し、誰にとっても住みよい社会

の実現のため、「多文化共生社会」を目指しましょう。

　新型コロナウイルスの影響で、今までよりもお子さ

んの「おうち時間」が増えたご家庭も多いのではない

でしょうか。おうち時間が増えたことでおやつを食べ

たり、ジュースを飲んだりする機会が増えたご家庭も

あるようです。また、感染リスクを減らすために歯科

医院に通院することをためらうなど子どもの歯の健康

にも影響が出ているという報告もあります。

　乳歯のむし歯を放っておくと、よくかめなくなり、

あごが育ちにくくなります。健康な歯と口の働きを育

むのは乳幼児期です。適切な歯みがき習慣や規則正し

い食生活、かかりつけ歯科医を持ち、むし歯を予防し

ましょう。

　市ではむし歯が増える時期にある１歳９カ月～２歳

９カ月の子どもを対象に歯科健診・フッ素塗布事業を

行っています。フッ素塗布は継続することで、むし歯

予防に効果的であると言われています。予約制で実施

しており、次回は、３月１６日（火）です。無料で受

けられる機会をぜひご活用ください。

▼問い合わせ先

　健康推進課　☎４７－１０４０

保健師の
　　  ちょっと一言
子どもの歯の健康について

国際化の時代を迎えて
　　　　～外国人と人権～ 　ご成人おめでとうございます。

　成人になられた皆さんは、これから親の同意を得なく

ても自分の意思で自由に契約をすることができます。

　しかし、その反面、契約でトラブルになった時の責任

は皆さん自身が負うことになります。

　成人になったばかりの皆さんを狙い打ちする悪質な業

者も多数存在するため注意が必要です。

【事例１】デート商法

　ＳＮＳやマッチングアプリで知り合った相手をデート

に誘い、巧みな話術で好意を持たせてから高額なアクセ

サリー等の商品を買わせる「デート商法」。「断ったら嫌

われるかもしれない」という相手の心理に付け込みます。

【事例２】もうけ話

　身近な友人、ＳＮＳやマッチングアプリ等で知り合っ

た相手に、投資やビジネスでのもうけ話を持ち掛け勧誘

します。成功談や人生が豊かになったという話をして洗

脳状態にし高額な入会金を払わせます。

【事例３】ネット通販の定期購入

　「１回目９０％オフ」「初回実質０円（送料のみ）」な

ど通常より安く購入できると広告しながら、実は複数回

購入が必要な定期購入が条件となっている健康食品や化

粧品等の通販トラブルが増加しています。

【アドバイス】

◇簡単に儲かる話は絶対にありません。信用しないで。

◇ネットの情報に流されず、軽い気持ちで契約しないで。

◇契約を急かされてもその場で契約しないで。

◇契約することに責任を持ちましょう。

◇困った時には相談しましょう。

▼相談受付時間　毎週月～金曜日

　　　　　　　　午前９時～正午、午後１時～４時

新成人の皆さんへ
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informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等

　

が
急
遽
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

　

わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
交
付
窓
口
の
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り

に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」
が
届
い

た
人
は
、
申
請
者
本
人
の
来
庁
に
よ

り
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
混

み
合
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

１
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

※
電
子
証
明
書
の
更
新
や
暗
証
番
号

　

の
再
設
定
も
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
し
込
み
受
付
窓
口

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
を
対
象
に
、
最
大
５
千
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
「
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
、
国
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込

受
付
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
、
申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
や
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
関
心
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
、
市
民
課
で
の
手
続
き
が

　

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
総
務
課
ま
で
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

◇
平
日
（
市
役
所
開
庁
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
１
月
24
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

◇
平
日　

総
務
課
窓
口

◇
１
月
24
日
（
日
）　

市
民
課
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
７

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　　

事
業
者
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
毎

年
１
月
１
日
現
在
で
所
有
す
る
償
却

資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
申
告
対
象
者

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
境
港
市
内

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
法
人
ま
た
は

個
人
の
う
ち
、
事
業
用
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人

※
左
記
の
場
合
も
、
償
却
資
産
の
申

　

告
が
必
要
で
す
。

・
工
場
、
商
店
を
経
営
し
て
い
る
人

・
農
業
、
漁
業
を
営
ん
で
い
る
人

・
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
る
人

・
理
容
業
、
美
容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン

　

グ
業
を
営
ん
で
い
る
人

・
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
、
施
術
所

　

を
経
営
し
て
い
る
人

・
ア
パ
ー
ト
、
駐
車
場
を
経
営
し
て

　

い
る
人

・
太
陽
光
発
電
設
備
（
事
業
用
）
を

　

設
置
し
て
い
る
人

▼
提
出
す
る
も
の

◇
償
却
資
産
申
告
書

※
資
産
に
異
動
が
あ
る
場
合
は
、
種

　

類
別
明
細
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

※
前
年
中
に
資
産
の
異
動
が
な
い
場

　

合
や
減
価
償
却
を
終
え
て
い
る
場

　

合
、
廃
業
・
休
業
し
た
場
合
も
申

　

告
が
必
要
で
す
。

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

※
個
人
の
事
業
者
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

　

ー
法
の
定
め
に
よ
り
、
償
却
資
産

　

の
申
告
の
際
に
所
有
者
本
人
の
マ

　

イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と
身
元
確
認

　

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
告
書
に

　

併
せ
て
、①
ま
た
は
②
を
持
参（
郵

　

送
の
場
合
は
写
し
を
添
付
）
し
て

　

く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
表
面
、

　

裏
面
）

②
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
本
人
確
認
書

　

類
（
運
転
免
許
証
等
）

※
代
理
人
が
申
告
書
を
持
参
す
る
場

　

合
は
、
委
任
状
・
所
有
者
の
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　

カ
ー
ド
・
代
理
人
自
身
の
本
人
確

　

認
書
類
（
所
有
者
の
本
人
確
認
書

　

類
は
不
要
）
が
必
要
で
す
。

※
過
去
に
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
申
告
し
た

　

際
に
①
ま
た
は
②
の
添
付
が
あ
る

　

場
合
は
、
①
ま
た
は
②
は
不
要
で

　

す
。

▼
提
出
期
限　

２
月
１
日
（
月
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８

償
却
資
産
・
事
業
用

家
屋
の
軽
減
措
置

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
昨
年
と
比
較
し
て
収

入
が
一
定
以
上
減
少
し
た
中
小
事
業

者
等
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

場
合
、
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限　

２
月
１
日
（
月
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８

有　

料　

広　

告
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さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
入
浴
の
お
知
ら
せ
】

▼
男
湯　

火
・
水
・
金
・
土
・
日

▼
女
湯　

月
・
木

※
西
側
浴
場
の
み
の
営
業
の
た
め
、

　

曜
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
水
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
女
性
入
館
者
は
割
引

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

※
時
間
帯
割
引
は
、
３
月
31
日
ま
で

　

の
適
用
と
な
り
ま
す

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
毎
週
月
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

ふ
る
さ
と
応
援
地
域
振
興
券

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
発
行
し
た
、「
商

品
券
」「
食
事
券
」
の
使
用
期
限
は
、

12
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

▼
登
録
店
換
金
期
限

　

換
金
の
期
限
は
、
今
月
末
で
す
。

　

お
忘
れ
に
な
ら
れ
な
い
よ
う
、
早

め
の
請
求
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

最
低
賃
金
の
改
正

　

昨
年
の
12
月
30
日
か
ら
、
鳥
取
県

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
最
低
賃
金
が
、
時
間
額

８
０
９
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
「
鳥
取
県
最
低
賃
金
」
は
、
昨
年

　

10
月
２
日
か
ら
、
時
間
額
７
９
２

　

円
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
個
人
事
業
主
（
共

同
経
営
者
含
む
）・
会
社
等
の
役
員

が
、
事
業
を
廃
止
し
た
場
合
な
ど
に

備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備

し
て
お
く
、
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制

度
で
、「
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の

た
め
の
退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。

　

掛
金
は
全
額
所
得
控
除
と
な
る
た

め
、
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。
独
立

行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
運
営
し
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、

青
色
申
告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店

な
ど
の
窓
口
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　

中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１

■h
ttp

://w
w
w
.sm

rj.g
o
.jp
/k
y
o

　

sa
i/sk

y
o
sa
i/

貸
切
バ
ス
・
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　　

県
民
の
皆
さ
ん
に
貸
切
バ
ス
・
ジ

ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
（
事
前
に
予
約
し

た
上
で
貸
切
で
の
利
用
に
限
る
）
を

活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
左
記
の
と

お
り
、
代
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
補
助
率　

２
分
の
１

※
貸
切
バ
ス
事
業
者
等
が
、
利
用
額

　

か
ら
割
引
し
ま
す
の
で
、
利
用
者

　

が
手
続
き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。（
ご
利
用
の
貸
切
バ
ス
事
業

　

者
等
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。)

※
県
教
育
委
員
会
が
設
け
て
い
る
、

　

部
活
動
の
公
式
大
会
に
係
る
移
動

　

に
対
し
て
の
割
引
制
度
と
の
重
複

　

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
割
引
上
限
（
１
回
あ
た
り
）

　

20
万
円

▼
対
象
期
間　

１
〜
３
月
の
利
用
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
一
般
社
団
法
人
鳥
取
県
バ
ス
協
会

　
　

☎
０
８
５
７
‐
22
‐
２
７
２
４

◇
一
般
社
団
法
人　

鳥
取
県
ハ
イ
ヤ

ー
タ
ク
シ
ー
協
会

　
　

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
４
６
８
９

交
通
安
全
川
柳
大
会
結
果

　

市
報
10
月
号
等
に
よ
り
作
品
を
募

集
し
た
「
第
９
回
高
齢
者
に
よ
る
高

齢
者
の
た
め
の
交
通
安
全
川
柳
大

会
」
で
は
、
１
０
４
句
の
作
品
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
最
優
秀
作
品
１
作

品
お
よ
び
優
秀
作
品
２
作
品
は
、
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
最
優
秀
賞
】

◇
さ
ん
ぽ
ち
ゆ　

カ
タ
の
た
す
き
が

　

ま
も
り
が
み　

（
作
者　

72
歳
）

【
優
秀
賞
】

◇
引
き
際
の　

美
学
免
許
を

　

返
納
す　

（
作
者　

66
歳
）

◇
安
全
は　

止
ま
る
勇
気
と

　

待
つ
勇
気　

（
作
者　

69
歳
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課　

自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

有　

料　

広　

告

Web
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有　

料　

広　

告

鳥
取
県
公
式
情
報

ア
プ
リ
「
と
り
ふ
る
」

　

こ
の
ア
プ
リ
で
は
、
鳥
取
の
旬
な

話
題
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
、
就

活
情
報
・
移
住
イ
ベ
ン
ト
等
を
配
信

中
で
す
。

　

対
象
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
で
ポ
イ

ン
ト
が
貯
ま
り
、
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト

は
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
に
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

就
職
を
控
え
た
学
生
や
、
県
外
に

お
住
ま
い
で
、
鳥
取
で
の
転
職
や
移

住
に
興
味
が
あ
る
人
に
、
ぜ
ひ
お
勧

め
く
だ
さ
い
。（
県
内
の
人
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
は
可
能
で
す
。）

▼
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人　

ふ
る
さ
と
鳥
取

県
定
住
機
構

　
　

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
４
７
４
０

が
ん
検
診
実
施
期
間
延
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
徹
底
に
よ
り
、
例
年
よ
り
検
診

を
受
け
る
事
が
で
き
る
人
数
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
検
診
の
機
会
を

確
保
す
る
た
め
、
が
ん
検
診
の
実
施

期
間
を
、
３
月
19
日
（
金
）
ま
で
延

長
し
ま
す
。

　

ま
た
、
集
団
健
診
を
２
月
に
、
２

回
追
加
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

２
月
18
日
（
木
）・
25
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

※
予
約
制
で
す
。
定
員
に
な
り
次
第

　

申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

▼
受
け
ら
れ
る
健
診
の
種
類

◇
胃
が
ん
（
透
視
）

◇
肺
が
ん

◇
大
腸
が
ん

　

ま
だ
、
が
ん
検
診
を
受
け
い
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

☎
47
‐
１
０
４
１

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
家
屋
は
、

固
定
資
産
税
課
税
の
た
め
家
屋
調
査

が
必
要
で
す
。
調
査
員
が
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
が
終
了
し
て
い

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
家
屋
の
新
築
・
増
築

　

昨
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
家
屋

（
物
置
・
車
庫
を
含
む
）
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

▼
家
屋
の
取
り
壊
し

　

昨
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

▼
家
屋
の
用
途
変
更

　

店
舗
・
倉
庫
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
家
屋
を
改
修
工
事
で
住
宅
に
す
る

な
ど
用
途
変
更
し
た
場
合
は
、
翌
年

度
以
降
の
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

特
に
用
途
を
住
宅
に
変
更
し
た
場

合
は
、
住
宅
用
地
の
特
例
で
土
地
の

税
額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
内
容
に

　

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
法
務
局

　

へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

　

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８

「
一
株
植
樹
」
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

｢

一
株
植
樹｣

運
動
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
緑
化
推
進
運
動
の
一
つ

で
、
記
念
植
樹
や
家
庭
環
境
の
緑
化

な
ど
に
適
し
た
優
良
な
苗
木
を
格
安

で
斡
旋
し
ま
す
。

▼
樹　

種

　

豊
後
ウ
メ
、
オ
リ
ー
ブ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
ア
ジ
サ
イ
ほ
か
約
30
種

※
苗
木
の
花
の
色
等
は
指
定
で
き
ま

　

せ
ん
。

▼
価
格
（
一
株
）

　

１
４
０
円
〜
８
５
０
円

▼
申
込
期
限　

２
月
５
日
（
金
）

▼
苗
木
の
配
布

3
月
４
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

農
政
課
窓
口
で
配
布
す
る
申
込
書

に
記
入
し
、
代
金
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

種類 受診場所 申し込み先

胃がん検診
市内医療機関

（受診券を参照）
各医療機関

肺がん検診
済生会境港総合病院

健診センター
☎４２－３１６４

市内医療機関 市役所健康推進課

大腸がん検診 市内医療機関 各医療機関

乳がん検診 済生会境港総合病院
健診センター

☎４２－３１６４

子宮がん検診 済生会境港総合病院
健診センター

☎４２－３１６４

◇Ａｎｄｒｏｉｄ版　　◇ｉＯＳ版
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精
神
障
が
い
者
当
事
者
会

　

仲
間
と
過
ご
し
、
ほ
っ
と
一
息
付

け
る
時
間
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

外
に
出
か
け
る
き
っ
か
け
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
対　

象

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
精
神
疾
患

の
診
断
が
あ
る
人

▼
と　

き　

１
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

み
ん
な
で
楽
し
く
「
ぬ
り
え
」
を

し
よ
う
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２

消
防
出
初
式
中
止

　

今
年
の
消
防
出
初
式
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課　

自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

第
18
回
カ
ニ
感
謝
祭

　

妖
怪
た
ち
と
関
係
者
が
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
を
パ
レ
ー
ド
し
、
リ
ヤ

カ
ー
い
っ
ぱ
い
の
カ
ニ
を
妖
怪
神
社

に
奉
納
し
ま
す
。

　

カ
ニ
料
理
の
ふ
る
ま
い
や
芸
能
披

露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
天
候
に
よ
り
、
内
容
が
変
更
さ
れ

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き

　

１
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前
〜
妖
怪
神

社※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
行

　

っ
て
い
る
カ
ニ
の
無
料
配
布
は
中

　

止
し
ま
す
が
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー

　

ド
周
辺
で
買
い
物
を
す
る
と
抽
選

　

で
カ
ニ
が
当
た
る
な
ど
、
各
種
イ

　

ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、「
境
港
じ
ゃ
ん
こ
と
カ

　

ニ
感
謝
祭
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■h
ttp

s://m
.fa

c
e
b
o
o
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o
m
/
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a
n
k
o
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/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
カ
ニ
水
揚
げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実

行
委
員
会
（
水
産
商
工
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
５

ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ
開
催

　

「
第
27
回
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ
in
境

港
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
の
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
や
吹

奏
楽
部
、
一
般
の
吹
奏
楽
団
が
楽
し

い
演
奏
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

▼
と　

き

　

１
月
30
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

※
開
場　

午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

上
道
小
学
校　

講
堂

※
例
年
と
異
な
り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
、
市
役
所
を
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。
徒
歩
で
の
移
動
が
困
難

　

な
人
は
、
近
隣
に
若
干
数
の
駐
車

　

場
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
会

　

場
で
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
出　

演

◇
市
内
小
学
生
・
高
校
生

◇
さ
か
い
み
な
と
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ

　

ン
ブ
ル

◇
市
内
中
学
生
有
志

▼
整
理
券
配
布
場
所

◇
市
役
所
（
生
涯
学
習
課
）

◇
文
化
ホ
ー
ル

◇
各
公
民
館

◇
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
し
お
さ
い

　

会
館
内
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

さ
か
な
の
伝
道
師
講
演
会
と

ホ
ッ
と
ひ
と
と
き

さ
ざ
な
み
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
さ
か
な
の
伝
道
師
」
上
田
勝
彦

さ
ん
を
招
い
て
の
講
演
会
、
実
演
指

導
と
、
光
長
真
理
恵
さ
ん
・
安
井
緑

さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
25
日
（
月
）

※
開
場　

午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

【
講　

演
】

　

「
境
港
発
・
サ
カ
ナ
で
健
康
な
街

を
作
ろ
う
（
そ
の
道
の
り
に
つ
い

て
）」

▼
時　

間　

午
後
1
時
〜
２
時

【
ホ
ッ
と
ひ
と
と
き　

さ
ざ
な
み
コ

ン
サ
ー
ト
】

▼
時　

間　

午
後
２
時
〜
２
時
25
分

【
実　

演
】

　

「
こ
れ
で
伝
わ
る
！
サ
カ
ナ
の
伝

道
士
育
成
講
座
」

▼
時　

間

　

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
定　

員

1
０
０
人

※
要
事
前
申
し
込
み

※
１
人
つ
き
、
２
人
ま
で
申
し
込
み

　

可
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
で

　

決
定
し
ま
す

▼
申
し
込
み
期
間

　

１
月
12
日
（
火
）
〜
20
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
先

　

健
康
推
進
課　

☎
47
‐
１
０
４
１

　
　
　
　
　
　
　

■
47
‐
１
１
１
２

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
む
場
合

　

は
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

　

明
記
の
う
え
、
送
信
し
て
く
だ
さ

　

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
み
な
と
中
野
港
漁
村
市
実

行
委
員
会
事
務
局
長　

濱
野
さ
ん

☎
０
９
０
‐
７
１
２
２
‐
４
３
９
０

こ
こ
ろ
の
学
習
会
参
加
者

　

精
神
障
が
い
者
家
族
会
に
よ
る
、

第
２
回
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

１
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師

　

平
林
和
宏
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人

権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ
う
き
）

▼
テ
ー
マ　

　

「
障
が
い
を
持
つ
人
の
家
族
の
た

め
の
、
親
な
き
後
を
考
え
る
」

▼
定　

員

20
人

※
要
事
前
申
し
込
み

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

☎
47
‐
１
０
４
２

募募 

集集
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「
改
定
境
港
市
障
が
い
児
者

プ
ラ
ン
（
案
）」
に
対
す
る
意
見

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
安
心
し
て

地
域
で
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
す
「
境
港
市
障
が
い
児
者
プ

ラ
ン
」
の
改
定
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
改
定
プ
ラ
ン
（
案
）
公
開
場
所

◇
市
役
所
（
福
祉
課
）

◇
各
公
民
館

◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
方
法

　

意
見
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

明
記
し
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

　

１
月
25
日（
月
）〜
２
月
12
日（
金
）

▼
意
見
へ
の
回
答

　

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
検
討
内
容
を
公

表
し
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

境
港
市
役
所　

福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　

■
42
‐
５
９
８
７

■fu
k
u
sh
i@
c
ity

.sa
k
a
im
in
a
to
.

lg
.jp

第
10
回
境
港
さ
か
な
の

達
人
検
定
挑
戦
者

　

境
港
の
さ
か
な
に
関
す
る
知
識
を

学
び
、
さ
か
な
の
達
人
を
育
成
す
る

検
定
試
験
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所
３
階
大
ホ
ー
ル

▼
受
験
資
格　

小
学
生
以
上

▼
受
験
料
（
税
込
）　

１
０
０
０
円

　

受
験
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

▼
冊
子
代
「
境
の
さ
か
な
」（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

※
冊
子
購
入
の
み
の
場
合
は
、
別
途

　

送
料
が
３
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

▼
受
験
内
容　

◇
達
人
検
定
（
初
級
レ
ベ
ル
）

◇
ス
ー
パ
ー
達
人
検
定
（
上
級
レ
ベ

　

ル
）

▼
申
込
期
限　

１
月
29
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人　

境
港
水
産
振
興

協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
６
６
６
８

親
子
ト
ラ
ン
ポ
・

ロ
ビ
ッ
ク
ス
教
室
参
加
者

▼
と　

き　

１
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
半
〜
11
時
半

※
受
付　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
対　

象　

年
中
〜
小
学
６
年
生

▼
準
備
品

◇
上
靴

◇
運
動
が
で
き
る
服
装

◇
タ
オ
ル

◇
飲
み
物

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

１
月
14
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ウ
ル
ト

ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
５
１
７
０

■u
ltra

-c
s@

se
a
.c
h
u
k
a
i.n
e
.jp

親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
参
加
者

▼
と　

き

①
１
月
10
日
（
日
）

②
１
月
31
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

※
受
付　

午
前
９
時
半
〜

▼
と
こ
ろ　

中
浜
サ
ン
ト
ピ
ア

※
雨
天
時　

幸
神
体
育
館

▼
対　

象

①
年
少
〜
小
学
２
年
生

②
小
学
３
・
４
年
生

▼
準
備
品

◇
上
靴

◇
運
動
が
で
き
る
服
装

◇
タ
オ
ル

◇
飲
み
物

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限

①
１
月
７
日
（
木
）

②
１
月
28
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ウ
ル
ト

ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
５
１
７
０

■u
ltra

-c
s@

se
a
.c
h
u
k
a
i.n
e
.jp

informationinformationinformationinformation

Mail

Mail

FAX

有　

料　

広　

告
520

Mail

市報さかいみなと　24



市
民
ス
キ
ー
教
室
参
加
者

　

境
港
市
ス
キ
ー
協
会
が
行
う
、
ス

キ
ー
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
者
お
よ

び
勤
務
者

▼
と　

き　

２
月
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時

※
当
日
、
午
前
９
時
30
分
に
だ
い
せ

　

ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

▼
講　

師

　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員

▼
受
講
料　

２
０
０
０
円

▼
募
集
人
数
（
先
着
順
）

10
人

▼
申
込
期
限　

２
月
５
日
（
金
）

※
講
習
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は
、

　

応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
一
切

　

責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
傷

　

害
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

拡
大
状
況
や
雪
不
足
、
気
象
条
件

　

な
ど
で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
市
民
体

育
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
６
７
７
０

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
大
会
参
加
者

　

第
53
回
境
港
市
民
総
合
体
育
大
会

（
ス
キ
ー
競
技
の
部
）
兼
第
66
回
境

港
市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

２
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

（
上
ノ
原
エ
リ
ア
）

▼
競
技
種
目

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
部　

門

◇
ス
キ
ー
の
部

・
小
学
生
男
子

・
小
学
生
女
子

・
一
般
男
子
（
中
学
生
以
上
）

・
一
般
女
子
（
中
学
生
以
上
）

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）

・
男
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

・
女
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

※
年
齢
基
準
は
、
大
会
当
日
の
満
年

　

齢
と
し
ま
す
。

▼
参
加
資
格

　

市
内
在
住
者
お
よ
び
勤
務
者
並
び

に
境
港
市
ス
キ
ー
協
会
員

※
オ
ー
プ
ン
参
加
資
格
は
、
市
在
住

　

者
・
勤
務
者
以
外
も
認
め
ま
す
。

▼
表　

彰　

各
部
３
位
ま
で
が
入
賞

▼
申
込
期
限

　

２
月
11
日
（
木
）
午
後
５
時

※
応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
競
技

　

中
の
事
故
に
つ
い
て
、
一
切
責
任

　

は
負
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
傷
害
保

　

険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

拡
大
状
況
や
雪
不
足
、
気
象
条
件

　

な
ど
で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
市
民
体

育
館
内
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
６
７
７
０

職
業
訓
練
受
講
生

　

求
職
者
支
援
訓
練
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
訓
練
科

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
オ
フ
ィ
ス
活
用
科

②
短
期
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

▼
訓
練
概
要

①
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
２
級
、
パ
ワ

　

ー
ポ
イ
ン
ト
上
級
等
に
関
す
る
知

　

識
、
企
業
内
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で

　

き
る
技
能
を
習
得
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
ビ

　

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク

　

セ
ル
３
級
等
に
関
す
る
知
識
・
技

　

能
の
習
得
。

▼
定　

員

①
15
人

②
12
人

▼
訓
練
期
間

①
１
月
28
日（
木
）〜
５
月
27
日（
木
）

②
２
月
１
日（
月
）〜
３
月
31
日（
水
）

▼
募
集
期
限

①
１
月
15
日(

金)

正
午

②
１
月
20
日(

水)

正
午

▼
応
募
資
格

　

就
職
を
希
望
す
る
人

▼
受
講
料　

無
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費

　

は
自
己
負
担
。

▼
訓
練
場
所

①
株
式
会
社
イ
ン
サ
イ
ト

　

（
米
子
市
新
開
・
無
料
駐
車
場
あ

　

り
）

②
有
限
会
社
米
子
情
報
処
理
セ
ン

　

タ
ー
（
境
港
市
松
ヶ
枝
町
・
無
料

　

駐
車
場
あ
り
）

▼
参　

考

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
は
、
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受
講

給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子　

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

市
職
員
採
用
試
験

　

４
月
１
日
採
用
予
定
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
予
定
者
数

◇
建
築
技
師　

１
人
程
度

▼
受
験
資
格

◇
住
所
要
件　

な
し

◇
年
齢
要
件

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

◇
資
格
要
件

　

一
級
建
築
士
免
許
を
有
す
る
人

▼
応
募
期
限

　

１
月
27
日
（
水
）
午
後
５
時
15
分

▼
一
次
試
験
日　

２
月
７
日
（
日
）

▼
提
出
書
類

◇
受
験
申
込
書
・
履
歴
書

◇
自
己
紹
介
文

※
実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
実
施
要
項
・
提
出
書
類
は
、
総
務

　

課
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。（
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

　

で
き
ま
す
。）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

職
員
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
９

■h
ttp

s://w
w
w
.c
ity

.sa
k
a
im
i

n
a
to
.lg
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/in
d
e
x
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w

=
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ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
会
参
加
者

　

身
近
な
地
域
で
、
ひ
き
こ
も
り
に

悩
む
本
人
や
家
族
に
対
す
る
早
期
対

応
と
地
域
に
お
け
る
適
切
な
支
援
の

た
め
に
、
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル

※
県
東
部
・
中
部
で
も
同
じ
内
容
で
、

　

別
の
日
に
実
施
し
ま
す
。

▼
定　

員

50
人

▼
申
込
期
限　

１
月
22
日
（
金
）

▼
内　

容

　

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
、
支
援
方
法
ほ
か

▼
申
し
込
み
方
法

　

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載

の
う
え
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

荒
天
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
や
む

を
得
ず
中
止
に
す
る
場
合
は
、
前
日

の
午
後
６
時
ま
で
に
、
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
８
０
‐
０
８
０
５

　

鳥
取
市
相
生
町
２
‐
４
０
５

と
っ
と
り
ひ
き
こ
も
り
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
５
７
‐
20
‐
０
２
２
２

　
　

■
０
８
５
７
‐
30
‐
１
２
０
２

■h
ttp

s://to
tto

ri-h
ik
ik
o
m
o
ri.
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ト
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テ
ー
シ
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張
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「
自
分
に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
働
く
た
め

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
な
ど
、

今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を
探
し
て
い

る
人
や
そ
の
家
族

▼
と　

き

　

１
月
８
日
（
金
）・
22
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
ご
参
加
く
だ

　

さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

■y
o
n
a
g
o
-sa

p
o
@
ro
u
ky
o
u
.g
r.jp

納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

猶
予
制
度
（
分
割
納
付
、
徴
収
猶
予
、

差
押
財
産
の
換
価
の
猶
予
）
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

１
月
29
日
（
金
）

　

２
月
26
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
火
曜
ナ
イ
タ
ー
お
仕
事
相
談
会
】

　

正
規
雇
用
へ
の
転
換
や
転
職
の
支

援
、
ま
た
60
歳
以
上
限
定
の
「
生
涯

現
役
求
人
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

１
月
12
日
（
火
）・
26
日
（
火
）

　

各
日　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
と
こ
ろ

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５　

境
港
サ
ロ
ン

※
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
開
催

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

※
子
育
て
応
援
お
仕
事
相
談
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

に
つ
い
て
は
、
本
紙
29
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
12
月
号
21
ペ
ー
ジ
、募
集「
物

品
・
役
務
・
業
務
委
託
等
受
注
希
望

者
」
に
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▼
発
注
期
間
（
本
文
冒
頭
部
分
）

【
誤
】　

令
和
３
〜
６
年
度

【
正
】　

令
和
３
〜
５
年
度

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

管
財
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
３

informationinformationinformationinformation

相相 

談談

Mail Web

FAX

有　

料　

広　

告
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地域包括支援センターからのお知らせ

【申し込み・問い合わせ先】　長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１
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子育て
ひろば

認定こども園　美哉幼稚園
【園庭開放】

▼と　き　平日の午前中

※事前の検温と、大人はマスクの着用をお願いします。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせく

ださい。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と

同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、

　掲載しているイベントや行事等が急遽中止や延期とな

　る場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

※園舎の開放は、１月は中止しています。

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和２年8～ 10月 出生月の３～５カ月後

２回目 令和２年5～ 7月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和２年2～ 4月 出生月の９～11カ月後

両親学級
※要事前申し込み

▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

　　　　　妊婦さんお一人の参加もＯＫです。

▼と　き　１月２４日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼主な内容　①ようこそ赤ちゃん

　　　　　　　（沐浴を実践してみよう！）

　　　　　　②予防接種について知ろう！

※託児もあります。申し込み時にお知らせください。

※マスクの着用をお願いします。

　体調不良の時は、参加の見合わせをお願いします。

▼申込期限　１月２１日（木）

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課　保健係　☎４７－１０４２

きらきら・ひまわり情報
【おおきくなったね！】※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１月１９日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　１月生まれの誕生会、親子ふれあい遊び

　　　　　おはなし会、歌、身体計測、手形、足形など

▼定　員　１３組

▼申込期間　1月５日（火）～１５日（金）

【0歳さんあつまれ～！】※要事前申し込み

▼対　象　満１歳までの親子

▼と　き　1月２６日（火）、２７日（水）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　「親子でわらべうたを楽しみましょう」

　　　　　月例に応じたグループに分かれての交流

　　　　　離乳食・発達・しつけの相談　など

※１月２６日（火）は、助産師に個別相談もできます。

　希望する場合は、申し込み時にお知らせください。

▼定　員　１２組（各日）

▼申込期間　１月５日（火）～１月２０日（水）

【節分の行事】※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　２月３日（水）

　　　　　①午前９時４５分～１０時１５分

　　　　　②午前１０時４５分～１１時１５分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　節分の行事

▼定　員　１３組（各回）

　　　　　（申し込み時に、希望の回をお知らせください。）

▼申込期間　１月５日（火）～２７日（水）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【申し込み・問い合わせ先】

地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

こども支援センター「きらきら」☎４５－０１１６
おむつ利用券のご案内

　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３０００円分）を交付してい

ます。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和２年2月、5月、8月の人は、

　2月 1日（月）が申請期限ですので、ご注意ください。

　また、令和２年6月生まれのお子さんの場合は、６

　カ月児健康診査の時にも、申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７
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☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　☎４７－１０９１

☆乳幼児健康診査・相談の日程

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日
※1月 2日は休みます

14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日
※1月 1日は休みます

11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第４金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  1月18日（月）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和2年 6月生まれの乳児

健康推進課  保健係
　☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
　（妊活相談を除く）

会場
　保健相談センター

  2月  8 日（月） 令和2年 7月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  1月27日（水） 令和元年6月生まれの幼児

  2月10日（水） 令和元年7月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  1月14日（木） 平成29年 10月生まれの幼児

  2 月  4 日（木） 平成29年 11月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

  2 月  2 日（火）

9：30～ 12：00
　　　　　の間で予約制で実施 妊産婦・乳幼児と保護者

※事前にお申し込みください離乳食講習会
（５～８カ月児）10：00～
（９カ月～１歳６カ月児）10：50～
　　　　　　　の予約制で実施

妊活相談 9：00～ 12：00 お子さんを希望する人

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

「ひとり親家庭」で障害年金を受給している人も児童扶養手当が受給できるようになります
　「児童扶養手当法」の一部改正に伴い、３月分から「児童扶養手当の額」と「障害年金の子の加算部分の額」と

の差額を、児童扶養手当として受給できるようになります。なお、手当の対象児童は、１８歳以下の児童です。

▼受給手続　既に児童扶養手当受給資格の認定を受けている人は、原則申請不要です。

　　　　　　それ以外の人は、申請が必要です。申請方法等は、問い合わせください。（３月以前でも申請可能です。）

▼支給開始月　申請の翌月分から支給されます。また、それまでに受給できなかった人でも３月１日に要件を満

　　　　　　　たしている場合、６月３０日までに申請すれば、３月分から手当を受給できます。

▼申請・問い合わせ先　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７

すまいる　育成保育園
【OPEN　DAY】※申し込み不要

▼対　象　未就園児親子・保護者のみ

▼と　き　１月２７日（水）午前１０時～１１時３０分

※来園の際は、新型コロナウイルス感染症対策として

　たくさんのお願いをしています。

　詳しくは、お問い合わせください。

▼問い合わせ先　育成保育園☎４４－１９５８

　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

土曜日子育て応援お仕事相談ＤＡＹ
　子育てしながら働きたい人を対象としたお仕事相談

会を開催します。

▼と　き　１月９日（土）・２３日（土）

　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分

　　　　　※毎月第２・４土曜日開催

▼ところ　県立境港ハローワーク

▼問い合わせ先

　県立境港ハローワーク　☎４４－３３９５
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今月の新規図書
【一般書】
◇ジジイの片づけ　　　　　　（沢野ひとし）

◇行った気になる世界遺産　　　（鈴木亮平）

◇ムカついても、やっぱり夫婦で生きていく

　　　　　　　　　　　　　　　（一田憲子）

◇男との付き合い方がわからない　（水谷緑）

◇鴻上尚史のもっとほがらか人生相談

　　　　　　　　　　　　　　　（鴻上尚史）

【児童書】

◇よこむいてにこっ　　　　　　　（高畠純）

◇ぎったんばったん　　　　（なかえよしを）

◇ワニのライルがやってきた（B・ウェーバー）

◇かにむかし　　　　　　　　　（木下順二）

◇はたらくじどう車スーパーずかん（小賀野実）

◇まるわかり！パラリンピック（全4冊）

◇やさいのおなか　　　　　　（きうちかつ）

　　　　　　　　　　　　　　計２４９冊

☆貸出冊数・期間　　　１人５冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９

◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分

　　　　　【土・日・祝日は午後６時閉館】

◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！

た
・
ま
・
え
・
ま
・
る

　
　
　
　
　
（
根
平
雄
一
郎
）

産
め
な
い
け
れ
ど
育
て
た
い

（
池
田
麻
里
奈　
池
田
紀
行
）

図書館関連 催し物

　恒例の福袋を今年も行っています。

　どんな中身だったらみなさんに楽しんでもらえるのか

を考え、さまざまなジャンルの福袋を用意しています。

一つの袋には3冊入っています。ジャンルは選べますが、

入っている本までは分かりません。ふだん読まないジャ

ンルの本であっても、読んでみると「けっこうおもしろ

い。」といった新たな気づきがあるかもしれません。

　なお、福袋はなくなり次第終了です。

市民交流センターの建設に向けて⑨
　現在、ホール部分には足場や壁の型枠があり、中を見

ることはできませんが、今月はこの部分の壁や2階の床

がコンクリートで作られていきます。図書館部分は、学

習室部分と同じような基礎のコンクリートが少し東側に

広がっていきます。（図書館から見ることができます。）　　　　

　工事関係者のみなさん、寒い時期で大変ですが、

２０２１年１月もよろしくお願いいたします。

新年のスタートに、『本の福袋』はいかがですか

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費
1月 16日（土）

2月 6 日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 15:00 無　料

毎月第４土曜日
かみしばいと英語の読み聞かせ

市民図書館
14:30～ 15:00

無　料
大人のための英語多読教室 15:30～ 16:30

ごみの収集・受け入れごみの収集・受け入れ

お忘れなく！

市県民税　　　　　　　　４期

国民健康保険税　　　　　７期

後期高齢者医療保険料　　７期

介護保険料　　　　　　　５期

の納期限は

2 月１日（月）

・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

▼問い合わせ先
　　清掃センター　☎４２－３８０３

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　１月１７日（午前９時～正午）

※ 搬入施設については、ごみ分別カレンダーの

　「自己搬入について」の欄をご参照ください。

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集 
≪１月の対象日≫ 
　１月１１日（月・成人の日）

　※収集該当地区のみの収集となります。

　※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

市報さかいみなと　30



－境港市の人口－
　　男　：16,297人（－ 4）

　　　女　：17,352人（－ 5）
　　合　計：33,649人（－ 9）
　　世帯数：15,385世帯（＋31）

　※令和2年１1月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談 　１月１４日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
　１月　８日（金）
　２月１２日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　１月１３日（水）
　２月１０日（水）

13：30 ～ 15：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　１月２２日（金） 13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

無料面談相談は中止しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
　■ http://www.tottori-shihoshoshi.jp/
　　 html/consultation.html

（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４

多重債務・法律
相  談  会

　１月２１日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談
　１月１２日（火）
　２月　９日（火）

10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課育児支援係
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

１月２５日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

１月１１日（月・祝）
サロンコンサートＳＰ
ポップスバンドコンサート
（出演：with ワーキャーズ）

文化ホール
14：00～
15：00

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料
（飲み物等の提供
はありません）

１月１４日（木）
シンフォニー　アナログ・レコード鑑賞会                                  
①クロスビー・スティルス・ナッシュ
＆ヤング　②イ・ムジチ合奏団「四季」

文化ホール
14：00～
15：30

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

Web

　新型コロナウイルスの感染症の拡大防止の観点から、一部施設に休館や利用制限を実施する場合があります。

　また施設は開館していても、開催を予定していたイベント等が急遽中止や延期となる場合があります。

　参加される際には、事前にご確認ください。

海とくらしの史料館ホームページアドレス
　http://umikura.com/

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp/

31　令和３年１月
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい すくすく育ってね☆

木村　奏
そう

佑
すけ

ちゃん

（令和２年９月１５日生）（外江町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

家族が増えて嬉しいです。お姉ちゃん

と仲良く、すくすく大きくなってね♪

☆ネットで応募☆
できるように
なりました

島根　愛
まなか

芽 ちゃん

（令和１年１２月７日生）（財ノ木町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

にこにこ笑顔がかわいいまなちゃん。

すくすく元気に育ってね。

松原　柚
ゆずき

希 ちゃん

（令和２年１月１７日生）（上道町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

いつも元気な柚希ちゃん。

これからもすくすく育ってね！

　アジ、サバ、イワシは大衆魚の代表格で、境漁港でも毎年多

くの水揚げがあります。たくさん獲れるだけあって、鮮魚だけ

ではなく、加工品としても重宝されています。

　家庭料理でもアジは、サバやイワシに比べてクセがなく、淡

泊な味で程よい脂分があるので、調理の際の利用範囲が広く、

栄養成分も豊富なため、多くの料理になっています。

　アジと言えば、マアジが有名ですが、マアジは北海道から東

シナ海に分布する北太平洋の固有種で、世界中にはたくさんの

アジが生息しています。

　今回紹介する料理のピカタ（イタリア語でピッカータ）は、

イタリア料理が由来です。市内の夕日ヶ丘保育園に給食メニュ

ーとして登場し、園児にも好評だったとか。皆さんにもおスス

メします。

□作り方

①　アジを３枚におろし、骨を抜き、塩こしょうをまぶす。

②　５分程度置いてから、水分をふき取り、小麦粉をまぶす。

③　卵をといたものにパセリを入れて、切り身をくぐらせる。

④　フライパンにサラダ油をひいて、中火で熱し、皮面から焼

　く。

⑤　軽く焼き色が付いたら裏返し、裏面も同様に焼く。

　※きれいな黄色の焼き色になれば出来上がり。

水産商工課☎ 47－ 1055  FAX 44－ 7957

47お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□材料（２人前）
◇アジ　　　　　２尾

◇卵　　　　　　１個

◇小麦粉　　　　適量

◇サラダ油　　　適量

◇パセリ ( みじん切り )

　　　　　　　　少々

◇塩こしょう　　少々

※パセリの代わりにネ

　ギなどでも美味しく

　いただけます。

アジのピカタ


